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人口と世帯　平成 24 年 10 月 1 日現在（　）内は対前月比
人口 99,473 人（＋ 81）男 48,271 人（＋ 40）　女 51,202 人（＋ 41） 　世帯 37,682 世帯（＋ 42）

紅葉の山口家

安曇野秋の陣　（豊科東小学校）
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討
論

　東日本大震災の影響や景気低迷が依然として続く中ではありますが、平成23年度一般会計歳入決算額は
前年度対比0.33％増の382億 2042万 8千円、歳出決算額は前年度対比0.39％増の379億 3376万
5千円となり、歳入歳出差引残額は2億 8666万 3千円となりました。翌年度に繰り越すべき財源1億
798万 1千円を除いた実質収支は、1億7868万 2千円の黒字となりました。
　なお、下水道事業特別会計及び農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算については、認定はされませんでした。

区　　分 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引残額
一般会計 38,220,428	 37,933,765	 286,663	

特
　
別
　
会
　
計

同和地区住宅新築資金等貸付事業 2,168	 2,140	 27	
国民健康保険 9,800,664	 9,623,164	 177,500	
後期高齢者医療 831,781	 819,698	 12,083	
介護保険 7,139,234	 7,091,431	 47,802	
下水道事業 4,467,711	 4,458,039	 9,672	
農業集落排水事業 186,692	 186,000	 691	
上川手山林財産区 3,699	 1,710	 1,988	
北の沢山林財産区 436	 268	 167	
有明山林財産区 1,173	 234	 938	
富士尾沢山林財産区 893	 113	 780	
穂高山林財産区 860	 104	 755	
産業団地造成事業 99,647	 99,413	 234	

計 60,755,386	 60,216,079	 539,300	

平成 23年度 平成 22年度

歳入総額 38,220,428 38,093,398

歳出総額 37,933,765 37,784,617

財政力指数 0.583 0.610

経常収支比率 82.6％ 80.9％

経常一般財源比率 95.5％ 93.2％

実質公債費比率 12.9％ 13.6％

将来負担比率 35.0％ 49.0％

■審査の結果
審査に付された各会計歳入歳出決算書及びそ
の付属書類は、いずれも関係法令に準拠して作
成されており、計数等は関係諸帳簿及び証書類
と照合した結果、正確であるものと認められた。
また、各基金の運用状況を示す書類の計数は、
関係諸帳簿と符合し、正確で、運用状況につい
ても適正であると認められた。
予算執行状況は、その目的に沿って概ね適正
に執行されているものと認められた。

■総括意見
・平成 23 年度（以下「当年度」という。）の一般会計・特別会計（計 12 会計）を合わせた総決算額は、
歳入総額が 60,755,393 千円、歳出総額が 60,216,085 千円となっており、前年度に比較すると歳入で
1,218,739 千円、歳出で 1,198,788 千円、それぞれ増加した。
　決算収支では、歳入歳出差引残額（形式収支）から翌年度への繰越財源となる一般財源を控除した
実質収支額は、一般会計で 178,682 千円、特別会計（12 会計）で 252,644 千円となり、総額で 431,326
千円の黒字決算となった。また、当年度実質収支から前年度実質収支を差し引いた単年度収支は、一般
会計で 47,909 千円、特別会計で 48,019 千円の黒字となり、総額では 95,929 千円の黒字となった。
　次に、普通会計における財政指標についてみると、財政力の強さを示し、1に近いほど財政力が強
いとされる財政力指数は 0.583 で、前年度の 0.610 と比較し 0.027 ポイントの低下となっている。
・収入未済額は 1,964,681 千円と多額であるため、自主財源の確保と税負担の公平性の観点からもより一
層の改善に努力されることを要望する。
・下水道特別会計については、過去 5年間不納欠損処理をした実績がない。成果をあげている収納課と
同様に徹底的な財産調査を行い、差押執行等により収入未済額を減縮させ、消滅時効を防ぐとともに、
案件によっては、法令等に則って不納欠損処理等を慎重かつ厳正に行うよう要望する。

監査委員意見財政規模と決算概要（一般会計） （単位：千円）

安曇野市平成23年度決算9月定例会は決算審議

一般会計・特別会計歳入歳出決算状況 （単位：千円）

※歳入歳出差引残額の数値相違は端数処理によって生じたもの。
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補正予算額 	 4億 9,800万円
補正前の予算額 	 370億 6,700万円
補正後の予算額 	 375億 6,500万円
主な歳入について 主な歳出について

◆質　疑

Ｑ豊科体育施設管理費 1億 4,920 万円のグラウンド購入費や、霞堤の目的、使用目的、道路対策に
ついて伺う。

Ａグラウンドの鑑定額は 5,300円/㎡。霞堤は一時的に洪水を遊水させ、洪水の広がりを防ぐ役割を
持っている。使用目的は、野球のリトル、シニアの人はもとより、サッカーコートが 2面とれ、

多くの市民に活用していただく。道路対策については、造成工事時はアルプス大橋左岸を下流に向かう
道を利用し、恒久的なアクセス道路は、地元の住民と現在協議を行っている。

平成24年度　一般会計補正予算（第2号）の概要安曇野市議会議員定数条例について

人事案件
・宮澤豊弘氏の教育委員会委員の任命について同意した。（任期　平成 24年 11月 9日から 4年）

・神戸美佳氏の固定資産評価審査委員会委員の選任について同意した。（任期　平成 24年 11月 9日から 3年）

・清野昌訓氏の人権擁護委員の推薦について適任とした。（任期　平成 25年 1月 1日から 3年）

議員提出第７号　安曇野市議会議員の定数を定める条例

議員提出第８号　安曇野市議会議員定数条例

議員提出第９号　安曇野市議会議員定数条例

議員提出第７号（議員定数 24 人）
＜反対＞
・安曇野市議会をどのような議会にしたいか、しなければなら
ないかを提示して、市民の意見を聴取することが必要である
が、そのような議論をしていない状態での削減数を出すとい
うことはまだ拙速であり、反対である。

＜賛成＞
・議員、また議会の権能をどのように自覚して議員一人一人が
変わっていくか、その議会の覚悟を示すためにも、４減とす
る本条例案に賛成である。

・アンケートの中に議員定数を大幅に削減してほしいという、
市民の声がたくさんあったのは事実である。その声に謙虚に
耳を傾け、スリム化された議会がレスポンスよく議会活動し
たいと思い賛成である。

議員提出第 8 号（議員定数 25 人）
＜反対＞
・合併特例債期間 10 年間プラス 5年延長された今、市の将来を
見据えた議論もまだない。安曇野市独自の対応がもう少し必
要ではないか。行政と今後対峙していくため、議員定数のあ
るべき姿について議論していないため、反対である。

・我々の市議会がどうあるべきか、将来を見て判断すべきであ
ると思うので、3減というのはまだ拙速であり反対である。

＜賛成＞
・１人でも議員が減ればその分議員歳費が減る。税金の無駄遣
いがなくなるという考えも市民の中にはある。しかし、安曇
野市は合併してまだ 7年である。歴史的にも浅く、まだまだ
これからだ。同一市の平均定数 25 で、まず条例制定をすべき
と考え賛成である。

・議論はこれまでにできなかった。市民の望む議員定数減、そ
れから市民の信頼回復のために、議会としてもこれだけ定数
減を考慮しているという観点から言えば、4減がだめであれ
ば 3減に賛成である。

議員提出第９号（議員定数 28 人）
＜反対＞
・3年もかけてまだ議論が足りない。これでは本当に何年かければこの論議が終結するのか。現在の世論からしても、そして
行財政改革からしても、議員みずから削減をしていかなければならないと思うので反対する。

・3万 6,800 枚、全戸配布したアンケートは一体何だったのか。人数において、ここで数人削っても中身に問題はない。数より
も中身を充実させていくやり方は十分にあり、反対する。

＜賛成＞
・定数 28 名を妥当と主張するものではなく、定数削減への市民世論もふまえ、議会改革の議論を深め、取り組む中で、そう遠
くない将来に議員定数のあり方を見直す必要があると意見を付して現時点で賛成の意見とする。

・合併のとき 28 に削減したわけだが、合併前の 84 人と安曇野市の有権者はかわったのか、合併前の方が市民の意見を議会に
届ける、行政と対応するということはできていたのではないかと思うので賛成する。

議席 議員氏名 会派名
第 7号
�議員定数�
�　24人 �

第 8号
�議員定数�
�　25人 �

第 9号
�議員定数�
�　28人 �

1 荻原勝昭 無所属連合 － － ○

2 小松洋一郎 しん風会 － ○ －

3 猪狩久美子 日本共産党
安曇野市議団 － － ○

4 畠山倉光 信進クラブ ○ － －

5 小松芳樹 公明党 － ○ ○

6 藤原陽子 公明党 － ○ ○

7 高橋淨 しん風会 － ○ －

9 山地重雄 無所属連合 ○ － －

10 召田義人 しん風会 － ○ －

11 内川集雄 常念会 ○ － －

12 相田登美枝 無所属連合 ○ － －

13 小林紀之 信進クラブ ○ － －

14 小林純子 無所属連合 ○ ○ －

15 大月晃雄 常念会 ○ － －

16 松澤好哲 日本共産党
安曇野市議団 － － ○

17 松尾宏 平 － － ○

18 下里喜代一 日本共産党
安曇野市議団 － － ○

19 平林徳子 信進クラブ ○ － －

20 松森幸一 公明党 － ○ ○

21 浜昭次 平 － － ○

22 黒岩宏成 信進クラブ ○ － －

23 宮下明博 信進クラブ ○ － －

24 吉田滿男 無所属連合 － － ○

25 丸山祐之 平 － － ○

26 藤原廣徳 信進クラブ ○ － －

27 山田高久 常念会 ○ － －

10月 7日安曇野 ICに名称変更

繰越金	………………………… 1億2,868万2千円

市民税現年課税分	……………… 3億4,000万円

普通交付税	…………………… 1億5,549万5千円

旧合併特例事業債	……………… 1億7,780万円

臨時財政対策債	………………… 3,329万7千円

固定資産税現年課税分	……………… 6,900万円

基金積立金	……………………… 1億284万8千円

老人福祉総務費	…………………… 2,033万9千円

公立保育園整備費	………………… 2,021万1千円

生活保護総務費	…………………… 2,171万5千円

予防接種事業	……………………… 2,056万3千円

豊科体育施設管理費	……………… 1億4,920万円
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議案等の審議結果

平成 24 年安曇野市議会 9 月定例会審議結果

市長提出議案

議案番号 件　　名 結果

報告第22号 平成23年度決算に基づく安曇野市健全化判断比率
について 受理

報告第23号 平成23年度決算に基づく安曇野市下水道事業特別
会計資金不足比率について 受理

報告第24号 平成23年度決算に基づく安曇野市農業集落排水事
業特別会計資金不足比率について 受理

報告第25号 平成23年度決算に基づく安曇野市産業団地造成事
業特別会計資金不足比率について 受理

報告第26号 平成23年度決算に基づく安曇野市水道事業会計資
金不足比率について 受理

報告第27号 平成23年度決算に基づく安曇野市営宿舎事業会計
資金不足比率について 受理

議案第61号 安曇野市税条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第62号 安曇野市防災会議条例及び安曇野市災害対策本部
条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第63号 安曇野市防災行政無線施設条例の一部を改正する
条例 原案可決

議案第64号 安曇野市豊科安曇野の里自然活用村施設条例の
一部を改正する条例 原案可決

議案第65号 安曇野市公民館条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第66号 安曇野市博物館等における美術品取得及び特別企
画展開催基金条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第67号 安曇野市博物館条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第68号 安曇野市郷土資料館条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第69号 平成24年度安曇野市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第70号 平成24年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付
事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第71号 平成24年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予
算（第２号） 原案可決

議案第72号 平成24年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号） 原案可決

議案第73号 平成24年度安曇野市介護保険特別会計補正予算
（第２号） 原案可決

議案第74号 平成24年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算
（第１号） 原案可決

議案第75号 平成24年度安曇野市農業集落排水事業特別会計補
正予算（第１号） 原案可決

議案第76号 平成24年度安曇野市上川手山林財産区特別会計補
正予算（第１号） 原案可決

議案第77号 平成24年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計補
正予算（第１号） 原案可決

議案第78号 平成24年度安曇野市有明山林財産区特別会計補正
予算（第１号） 原案可決

議案第79号 平成24年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計
補正予算（第１号） 原案可決

議案第80号 平成24年度安曇野市穂高山林財産区特別会計補正
予算（第１号） 原案可決

議案第81号 平成24年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補
正予算（第１号） 原案可決

議案第82号 平成24年度安曇野市水道事業会計補正予算
（第２号） 原案可決

議案第83号 平成24年度安曇野市営宿舎事業会計補正予算
（第１号） 原案可決

議案第84号 平成23年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定
について 認定

議案第85号 平成23年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付
事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

議案第86号 平成23年度安曇野市国民健康保険特別会計歳入歳
出決算の認定について 認定

議案第87号 平成23年度安曇野市後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算の認定について 認定

議案第88号 平成23年度安曇野市介護保険特別会計歳入歳出決
算の認定について 認定

議案第89号 平成23年度安曇野市下水道事業特別会計歳入歳出
決算の認定について 不認定

議案第90号 平成 23年度安曇野市農業集落排水事業特別会計
歳入歳出決算の認定について 不認定

議案第91号 平成 23年度安曇野市上川手山林財産区特別会計
歳入歳出決算の認定について 認定

議案第92号 平成 23年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計
歳入歳出決算の認定について 認定

議案第93号 平成 23年度安曇野市有明山林財産区特別会計歳
入歳出決算の認定について 認定

議案第94号 平成 23年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会
計歳入歳出決算の認定について 認定

議案第95号 平成 23年度安曇野市穂高山林財産区特別会計歳
入歳出決算の認定について 認定

議案第96号 平成 23年度安曇野市産業団地造成事業特別会計
歳入歳出決算の認定について 認定

議案第97号 平成 23年度安曇野市水道事業会計利益の処分及
び決算の認定について

原案可決
及び認定

議案第98号 平成 23年度安曇野市営宿舎事業会計決算の認定
について

原案可決
及び認定

議案第99号 松本広域連合規約の変更について 原案可決

議案第100号 土地の取得について 原案可決

議案第101号 市道の認定について 原案可決

議案第102号 教育委員会委員の任命について 同意

議案第103号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

議案第104号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

議案第105号 豊科近代美術館増築工事建築工事請負契約について 原案可決

修正案

件　　名 結果

「議案第 69号　平成 24年度安曇野市一般会計補正予算（第２
号）」に対する修正案 否決

請願

議案番号 件　　名 結果

請願第2号 県に対し、住宅リフォーム助成制度創設の意見書
を提出することを求める請願書 審査未了

請願第10号 安曇野市福祉医療制度の見直しを求める請願書 継続審査

請願第11号 住民訴訟の敗訴市民に対する訴訟費用請求の撤回
を求める請願書 不採択

議員提出議案
議案番号 件　　名 結果

議員提出
第5号 安曇野市議会会議規則の一部を改正する規則 原案可決

議員提出
第6号 議員派遣について 原案可決

議員提出
第7号 安曇野市議会議員の定数を定める条例 原案否決

議員提出
第8号 安曇野市議会議員定数条例 原案否決

議員提出
第9号 安曇野市議会議員定数条例 原案否決

一 般 質 問
問　

国
に
お
い
て
は
赤
字
国

債
の
発
行
に
必
要
な
特
例
公

債
法
案
が
不
成
立
と
な
っ

た
。
県
支
出
金
等
、
市
収
入

へ
の
影
響
は
。
ま
た
合
併
特

例
債
の
5
年
延
長
を
踏
ま
え

た
中
、
利
用
方
法
及
び
消
費

税
へ
の
対
応
、
そ
し
て
借
入

額
の
平
準
化
に
つ
い
て
は
、

償
還
額
の
急
増
を
避
け
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

市
長　

安
曇
野
市
に
お
け
る

地
方
交
付
税
の
交
付
延
期
に

よ
る
影
響
は
今
の
と
こ
ろ
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

事
態
が
長
引
け
ば
、
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
補
助
金
な
ど
が

遅
延
し
、
資
金
繰
り
の
た
め

一
時
借
入
な
ど
に
よ
り
対
処

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態

に
陥
る
事
が
予
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
不
透
明
な
中

で
、
当
市
に
お
け
る
中
長
期

的
な
財
政
状
況
を
予
測
す
る

こ
と
は
、
大
変
容
易
な
こ
と

で
は
な
い
。

6
月
に
は
、
被
災
地
以
外

の
合
併
市
町
村
に
お
い
て

も
、
合
併
特
例
債
の
活
用
期

限
が
5
年
間
延
長
を
さ
れ

た
。
今
後
こ
の
事
業
手
続
を

進
め
る
上
で
、
財
政
計
画
の

見
直
し
は
当
然
必
要
に
な
っ

て
こ
よ
う
と
考
え
る
。

そ
の
財
政
計
画
の
見
直
し

に
お
い
て
、
現
時
点
に
お
け

る
予
測
が
最
も
困
難
な
の

は
、
や
は
り
消
費
税
の
影
響

だ
と
捉
え
て
い
る
。

増
税
に
よ
る
収
入
分
は
、

地
方
交
付
税
の
原
資
や
地
方

消
費
税
交
付
金
の
増
額
分
と

な
る
予
定
で
あ
る
が
、
地
方

交
付
税
の
配
分
方
法
や
既
存

の
補
助
金
制
度
と
の
整
合
な

ど
、
ま
だ
具
体
的
な
内
容
が

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
こ
の
点
が
明
ら
か
に
な

れ
ば
、
合
併
特
例
債
の
活
用

期
限
延
長
を
踏
ま
え
て
事
業

の
選
択
と
集
中
を
行
な
い
、実

施
計
画
を
基
本
に
財
政
計
画

の
見
直
し
を
行
な
っ
て
い

く
。ま

た
、
年
度
間
に
お
け
る

借
入
額
の
平
準
化
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
選
択
や
用
地
取

得
な
ど
の
進
捗
状
況
に
よ

問　

昨
年
9
月
定
例
会
に
続

い
て
質
問
す
る
。
松
く
い
虫

に
よ
る
森
林
被
害
は
長
野
県

全
体
に
及
ん
で
い
る
が
、伐
倒

燻
蒸
処
理
は
も
う
イ
タ
チ
ゴ

ッ
コ
の
限
界
で
は
な
い
か
。抜

本
的
対
策
の
考
え
を
問
う
。

市
長　

市
は
特
に
被
害
が
拡

大
し
た
平
成
18
年
度
以
降
、

国
や
県
の
補
助
金
を
確
保
し

つ
つ
、
対
策
と
し
て
伐
倒
燻

蒸
処
理
を
積
極
的
に
進
め
て

き
た
。し
か
し
限
界
で
あ
る
。

よ
っ
て
被
害
の
進
ん
だ
地
域

に
お
い
て
は
赤
松
を
相
当
量

伐
採
し
、
林
相
転
換
が
必
要

と
鋭
意
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
切
り
倒
し
た
木
の
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
も
考

え
て
い
る
。

問　

本
年
度
3
月
に
予
算
化

さ
れ
た
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
た
め
の
調
査
費
に
よ

る
研
究
の
推
移
と
判
断
、
そ

し
て
展
望
を
問
う
。

農
林
部
長　

当
初
予
算
に
お

い
て
「
松
枯
損
木
バ
イ
オ
マ

ス
活
用
調
査
」
費
用
と
し
て

百
万
円
を
計
上
し
た
。
先
人

か
ら
受
け
継
い
だ
地
域
の
材

は
地
域
の
た
め
に
用
い
た

い
。
今
回
の
調
査
で
は
被
害

材
等
を
薪
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
と

し
て
使
用
す
る
た
め
の
研
究

を
進
め
た
。
県
林
務
課
と
も

視
察
を
行
っ
た
が
灯
油
と
比

べ
コ
ス
ト
的
に
も
注
目
す
べ

き
と
考
え
る
。
継
続
中
の
調

査
に
お
い
て
実
地
試
験
を
行

い
有
効
性
を
確
認
で
き
れ

ば
、
平
成
25
年
度
に
お
い
て

明
科
地
域「
天
平
の
森
」施
設

へ
の
導
入
を
考
え
て
い
る
。

問　

昭
和
30
年
代
ま
で
は
多

く
の
人
が
山
へ
入
り
、
多
大

な
労
力
の
も
と
に
木
々
を
薪

炭
材
と
し
て
活
用
し
て
き

た
。
い
つ
し
か
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
金
を
出
し
て
購
う
も
の
に

な
っ
た
が
、
今
日
、
地
元
の

森
は
地
元
で
守
る
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
行
政
が
発
す
る

こ
と
は
意
義
深
い
。
こ
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
は
枯

損
木
の
み
で
な
く
し
て
、
現

在
策
定
中
の
「
し
ゃ
く
な
げ

荘
」
整
備
計
画
に
も
反
映
さ

せ
、
広
く
推
進
す
べ
き
と
考

り
、
一
つ
の
年
度
に
偏
る
状

況
も
想
定
さ
れ
る
。
特
に
平

成
25
年
度
に
つ
い
て
は
、
市

本
庁
舎
建
設
に
よ
り
増
加
と

な
る
が
、
他
の
事
業
時
期
な

ど
を
適
正
に
見
極
め
て
借
入

額
の
平
準
化
に
努
め
る
。

問　

新
本
庁
舎
の
必
要
性
に

つい
て
市
民
への
問
い
か
け
は
。

市
長　

こ
れ
か
ら
の
次
代
を

担
う
皆
さ
ん
の
後
年
度
負
担

を
な
く
し
、
そ
し
て
市
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
も
活
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
施
設
で

あ
る
の
で
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
新
市
庁
舎
の
建
設
及
び
関

連
施
設
の
内
容
。
維
持
管

理
経
費
に
つ
い
て
。

○
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

徴
収
権
時
効
の
件
。

○
宮
城
県
涌
谷
町
の
視
察
か

ら
み
る
市
の
福
祉
政
策
の

あ
り
方
に
つ
い
て
。

○
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

と
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
に
つ

い
て
。

え
る
。
見
解
を
問
う
。

商
工
観
光
部
長　

ご
質
問
の

通
り
、
し
ゃ
く
な
げ
荘
を
中

心
と
す
る
一
帯
に
は
手
入
れ

の
さ
れ
て
い
な
い
森
林
が
多

く
、
こ
こ
に
松
く
い
虫
の
被

害
が
及
ぶ
と
大
き
な
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
に
な
る
。
森
林
環

境
の
保
全
は
観
光
面
か
ら
も

非
常
に
重
要
で
あ
る
。
し
ゃ

く
な
げ
荘
に
つ
い
て
は
今
議

会
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
予
算
を

計
上
し
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
付
帯
的
事
項
と
し
て
薪
ボ

イ
ラ
ー
導
入
に
お
け
る
設
備

改
修
の
コ
ス
ト
や
考
え
方
の

提
案
も
求
め
て
い
る
。
農
林

部
の
研
究
の
成
果
を
生
か
し

た
い
。
新
た
な
雇
用
の
創
出

も
期
待
で
き
、
地
域
資
源
を

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
地
産
地
消
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
に
な
る
と
考
え
る
。　

国
の
施
政
と
今
後
の
市
の

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

無
所
属
連
合　

吉　

田　

満　

男

地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

一
層
の
展
開
を

無
所
属
連
合　

山　

地　

重　

雄薪ボイラー利用の
鮫川村保養施設
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一 般 質 問

グリーンベルトが整備された穂高
北小の通学路

問　

本
年
4
月
に
亀
岡
市
で

発
生
し
た
登
校
時
の
痛
ま
し

い
交
通
事
故
を
受
け
実
施
さ

れ
た
通
学
路
の
「
緊
急
合
同

点
検
」
の
実
施
状
況
、
対
策

が
必
要
な
危
険
箇
所
へ
の
今

後
の
対
応
を
伺
う
。

教
育
長　

市
、教
育
委
員
会
、

都
市
建
設
部
、
安
曇
野
警
察

署
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
国
及

び
県
の
道
路
管
理
者
が
一
体

と
な
っ
て
、
改
善
要
望
が
あ

る
緊
急
性
の
高
い
通
学
路
を

選
定
し
て
、
7
月
25
日
か
ら

8
月
6
日
の
3
日
間
32
カ
所

の
危
険
箇
所
の
点
検
を
行
な

っ
た
。

都
市
建
設
部
長　

対
策
が
必

要
と
さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
連
携
・
検

討
し
、
11
月
末
ま
で
に
具
体

的
な
対
策
案
な
ら
び
に
実
施

状
況
等
を
県
に
報
告
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
道
路
管

理
者
と
し
て
は
、
早
急
に
対

策
に
着
手
し
、
既
存
予
算
で

対
応
が
図
れ
な
い
場
合
は
予

算
の
確
保
等
に
努
め
計
画
的

に
実
施
を
し
た
い
。

問　

通
学
路
の
安
全
確
保
に

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
等
の
カ
ラ
ー
塗

装
に
よ
る
道
路
標
示
を
市
内

全
般
に
拡
大
す
べ
き
と
考
え

る
が
取
り
組
み
を
伺
う
。

都
市
建
設
部
長　

グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
に
つ
い
て
は
、
穂
高

地
区
で
３
６
０
ｍ
、
豊
科
地

区
で
１
４
０
ｍ
を
整
備
し

た
。歩
道
を
設
置
す
る
に
は
、

時
間
や
費
用
等
も
か
か
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
緊
急
性
ま

た
即
効
性
が
求
め
ら
れ
る
場

所
で
は
、
計
画
的
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

問　

通
学
路
の
安
全
確
保
に

特
化
し
た
道
路
等
の
整
備

を
、
市
の
施
策
・
事
業
の
１

つ
と
位
置
づ
け
て
、
整
備
計

画
の
策
定
や
予
算
枠
の
確
保

等
、
今
後
の
継
続
的
ま
た
恒

常
的
な
取
り
組
み
を
要
望
す

る
が
見
解
を
伺
う
。

市
長　

道
路
は
、
全
て
の
交

通
弱
者
の
皆
さ
ん
に
対
し

て
、
ま
た
市
民
が
快
適
な
暮

ら
し
を
す
る
上
で
、
総
合
的

な
安
全
対
策
が
必
要
と
考
え

問　

特
例
債
に
関
す
る
考
え

方
と
、
期
間
が
5
年
延
長
に

な
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
に
伴

う
活
用
及
び
見
直
し
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

中
長
期
の
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
実
施
計
画
や
財

政
計
画
の
策
定
を
し
、
そ
れ

ら
に
沿
っ
て
有
効
に
活
用
し

て
い
く
。

問　

算
定
替
え
及
び
一
本
算

定
し
た
交
付
税
と
、
計
算
上

の
特
例
債
使
用
限
度
額
及
び

現
在
ま
で
の
予
定
さ
れ
て
い

る
使
用
金
額
は
。

企
画
財
政
部
長　

24
年
度
の

普
通
交
付
税
の
算
定
で
算
定

替
99
億
5
千
万
円
、
一
本
算

定
72
億
１
千
万
円
で
差
額
27

億
4
千
万
円
。
特
例
債
使
用

限
度
額
は
計
算
上
４
９
４
億

8
千
万
円
、
使
用
金
額
は
23

年
度
末
で
１
３
３
億
4
千
万

円
で
あ
る
。

問　

期
間
延
長
に
よ
る
見
直

し
の
時
期
は
。

企
画
財
政
部
長　

25
年
度
か

ら
再
度
、
消
費
税
を
考
慮
し

て
見
直
す
。

問　

三
郷
総
合
支
所
の
支
所

及
び
公
民
館
耐
震
診
断
実
施

設
計
は
24
年
度
で
あ
る
が
進

捗
状
況
は
。

総
務
部
長　

建
築
後
30
年
で

床
暖
房
が
既
に
使
用
不
能
で

あ
る
。
耐
震
診
断
等
は
、
庁

舎
の
方
向
性
を
探
り
、
そ
の

結
果
を
見
て
考
え
る
。

問　

三
郷
庁
舎
の
不
具
合
の

原
因
と
、
公
の
施
設
の
耐
用

年
数
の
考
え
方
は
。

総
務
部
長　

村
当
時
の
段
階

で
は
、
そ
れ
が
ベ
ス
ト
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た

公
の
施
設
は
、設
備
や
機
能
、

そ
れ
か
ら
経
済
的
な
理
由
で

判
断
す
る
。
尚
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
事
務
所
と
い
う

定
義
で
の
耐
用
年
数
は
、
約

50
年
で
あ
る
。

問　

今
後
、
支
所
は
公
民
館

等
の
複
合
施
設
と
な
る
。
そ

の
管
理
体
制
は
。

総
務
部
長　

分
離
体
制
、
複

合
体
制
等
今
後
明
確
化
す

る
。

問　

人
事
評
価
制
度
の
運
用

と
必
要
性
の
考
え
は
。

て
い
る
。
道
路
整
備
は
、
総

合
計
画
の
「
安
心
・
安
全
・

快
適
な
ま
ち
の
形
成
」
に
位

置
づ
け
て
お
り
、
道
路
環
境

や
公
共
交
通
網
の
整
備
・
充

実
に
向
け
た
取
り
組
み
と
合

わ
せ
、
道
路
利
用
者
の
安
全

確
保
は
、
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
課
題
で
あ
る
。
特
に
、

子
供
た
ち
の
通
学
路
に
お
け

る
安
全
確
保
は
、
緊
急
の
合

同
点
検
結
果
を
受
け
早
急
に

対
応
を
図
り
た
い
。
具
体
的

な
安
全
点
検
に
つ
い
て
は
、

策
定
中
の
後
期
基
本
計
画
に

お
い
て
検
討
を
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
第
１
次
総
合
計
画
の
後
期

基
本
計
画
の
策
定
状
況
に

つ
い
て

市
長　

数
値
目
標
で
表
せ
な

い
難
し
さ
が
あ
る
。
人
材
育

成
の
中
心
と
な
る
制
度
。
こ

れ
か
ら
職
員
の
能
力
に
応
じ

た
適
材
適
所
主
義
で
、
効
果

的
な
人
事
配
置
を
す
る
。

問　

多
く
の
部
長
が
短
期
交

代
し
て
い
る
状
況
に
対
す
る

考
え
は
。

市
長　

せ
め
て
任
期
を
と
、

お
願
い
し
た
が
途
中
で
や
め

た
部
長
は
3
名
い
た
が
、
今

後
は
部
長
の
職
責
を
十
分
果

た
せ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

問　

一
つ
の
事
業
を
行
う
時

は
そ
の
事
業
の
全
体
像
を
描

き
、
順
次
着
工
を
す
べ
き
、

ま
た
庁
内
で
は
各
部
門
間
の

連
携
と
協
働
が
機
能
し
て
い

る
か
。

市
長　

庁
内
会
議
は
部
長
ク

ラ
ス
に
課
長
、
担
当
者
を
加

え
た
。
横
の
連
携
を
期
待
し

て
い
る
。

問　

市
の
宿
泊
施
設
の
基
金

の
扱
い
に
変
更
は
な
い
か
。

農
林
部
長　

慎
重
な
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
と
研
究
を

し
て
い
る
。

地
下
水
条
例
の
問
題
点
と
今

問　

1
、
安
曇
野
市
地
下
水

保
全
対
策
研
究
委
員
会
の
答

申
に
つ
い
て
の
受
け
入
れ
ら

れ
る
こ
と
、
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
こ
と
。

2
、
エ
ア
Ｗ
株
式
会
社
と
地

下
水
の
汲
み
上
げ
上
限
・
１

兆
円
産
業
の
法
人
税
固
定
資

産
税
は
市
に
入
る
か
。

３
、
安
曇
野
の
共
有
財
産
に

つ
い
て
の
市
長
の
姿
勢
を
問

う
。
ソ
ニ
ー
や
エ
プ
ソ
ン
と

違
い
共
有
財
産
で
あ
る
地
下

環
境
資
源
の
直
接
汲
み
上
げ

を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

1
、
市
は
初
め
か
ら

こ
の
指
針
の
全
て
を
条
例
に

盛
り
込
む
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。

2
、
条
例
は
今
年
度
中
に
涵

養
面
積
の
拡
大
を
図
り
地
下

水
資
源
の
強
化
・
活
用
、
経

費
を
検
討
し
段
階
的
に
進
め

る
。

3
、
市
民
・
企
業
共
通
の
認

識
を
行
政
と
一
体
で
理
解
し

あ
え
る
環
境
を
つ
く
る
。

総
務
部
長　

法
人
住
民
税
は

連
結
グ
ル
ー
プ
全
体
の
連
結

法
人
税
額
で
あ
る
。
単
体
で

計
算
し
て
い
る
。

市
民
環
境
部
長　

市
民
、
事

業
者
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
事
業
者
や
利
用
さ
れ
て
い

る
方
に
、
広
く
薄
く
負
担
を

求
め
て
い
く
の
が
基
本
理
念

で
す
。
一
般
市
民
、
４
０
０

円
か
ら
１
２
０
０
円
ま
で
の

負
担
の
試
算
が
あ
る
。

〔
要
望
〕
農
業
者
の
負
担
を

少
な
く
す
る
。
企
業
が
大
量

に
汲
み
上
げ
た
分
を
皆
で
負

担
す
る
の
で
は
な
く
、
企
業

自
身
負
担
に
す
る
の
が
重

要
。

問　

23
年
度
の
連
結
決
算
は

９
１
０
億
円
の
借
金
、
そ
の

中
に
、
臨
時
財
政
対
策
債
１

２
８
億
円
の
累
積
で
あ
る
。

か
さ
む
借
金
は
後
年
度
負
担

に
な
る
。
足
り
な
け
れ
ば
借

金
で
埋
め
て
健
全
だ
と
い
う

の
は
通
用
し
な
い
。
や
め
て

問　

市
は
収
納
体
制
の
強
化

に
取
組
み
、コ
ン
ビ
ニ
収
納
、

催
告
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設

置
、
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

と
の
連
携
等
に
よ
り
成
果
を

上
げ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
8
月
、
下
水
道
受
益
者

負
担
金
5
千
２
０
０
万
円
余

り
が
時
効
で
徴
収
権
が
消
え

る
な
ど
し
て
、
不
納
欠
損
と

な
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ

の
原
因
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
聞
く
。

市
長　

今
回
の
不
納
欠
損
額

で
は
、
市
民
に
は
大
変
な
迷

惑
を
か
け
た
。
職
員
の
徴
収

業
務
に
対
す
る
基
本
的
な
認

識
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
お

り
、
職
務
怠
慢
の
状
況
が
あ

っ
た
。
各
担
当
の
事
務
に
つ

い
て
拠
る
べ
き
法
令
等
の
内

容
を
確
認
し
、
職
員
が
共
通

認
識
を
も
っ
て
業
務
執
行
に

当
た
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
、
再
発
防
止
に
努
め
る
。

総
務
部
長　

各
課
が
扱
う

様
々
な
料
金
等（
市
の
債
権
）

の
滞
納
額
を
減
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、
賦
課
（
請
求
）

を
す
る
課
と
収
納
業
務
を
行

う
課
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
収
納

に
関
す
る
知
識
を
備
え
て
い

る
必
要
が
あ
る
。
収
納
課
だ

け
で
十
分
に
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
今
以
上
に
横
の
連

携
を
密
に
し
て
収
納
業
務
の

効
率
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

今
回
の
不
納
欠
損
に
つ

い
て
、
上
下
水
道
部
と
し
て

ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
。

上
下
水
道
部　

幾
つ
か
の
問

題
点
等
が
あ
る
が
、
結
果
的

に
は
職
員
の
認
識
不
足
と
管

理
不
足
に
よ
り
、
時
効
中
断

の
た
め
の
差
し
押
さ
え
が
で

き
ず
、
さ
ら
に
は
債
権
債
務

が
消
滅
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
不
納
欠
損
処
理
を
怠

っ
て
し
ま
っ
た
。
現
在
は
そ

の
反
省
を
ふ
ま
え
、
適
正
な

未
収
金
の
徴
収
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
部

内
に
お
い
て
担
当
職
員
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
ほ
か

の
職
員
に
つ
い
て
も
滞
納
処

分
等
の
専
門
知
識
を
習
得
す

る
よ
う
指
導
す
る
。

問　

上
下
水
道
部
内
で
取
り

も
ら
い
た
い
。

市
長　

一
般
会
計
の
増
額
の

原
因
は
議
員
言
わ
れ
る
通
り

臨
時
財
政
対
策
債
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

今
後
の
財
政
は
出
来
る
か

ぎ
り
健
全
財
政
を
堅
持
し
て

い
く
。

問　

宮
澤
市
政
の
あ
り
方
は

専
決
処
分
、
不
納
欠
損
、
随

意
契
約
大
問
題
だ
。

　

庁
舎
建
設
の
１
万
８
０
０

０
㎡
7
階
で
も
4
階
で
も
63

億
円
は
変
わ
ら
な
い
と
し
て

き
た
。
し
か
し
国
の
地
方
財

債
同
意
等
基
準
運
用
要
綱
で

は
4
階
と
7
階
で
は
１
㎡
の

単
価
は
異
な
る
と
し
て
い

る
。
22
年
12
月
に
作
成
さ
れ

た
。

　

建
設
費
の
63
億
円
が
積
み

重
ね
方
式
で
な
く
金
額
あ
り

と
合
せ
て
聞
き
ま
す
。

総
務
部
長　

実
施
設
計
で
は

積
み
上
げ
方
式
を
と
っ
て
い

る
。
総
務
省
の
基
準
単
価
算

出
し
た
。

組
み
を
強
化
し
て
頑
張
る
だ

け
で
は
到
底
解
決
し
な
い
大

き
な
問
題
だ
。
収
納
対
策
本

部
や
連
絡
調
整
会
議
が
あ
っ

て
も
、
十
分
に
機
能
し
て
い

な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
の
際
、
債
権
回
収
対
策
室

を
設
け
て
全
庁
の
意
識
を
高

め
る
な
か
で
債
権
管
理
を
や

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
基
本
と
な
る
債
権

管
理
条
例
を
定
め
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　

債
権
回
収
対
策

室
や
債
権
管
理
条
例
に
つ
い

て
は
、
他
市
の
状
況
や
先
進

地
等
を
調
査
し
、
安
曇
野
市

に
合
っ
た
も
の
を
整
備
す
る

よ
う
前
向
き
に
検
討
す
る
。

ま
た
、
さ
し
あ
た
っ
て
収
納

や
債
権
管
理
の
基
本
方
針
が

な
い
課
に
は
、
早
急
に
作
成

す
る
よ
う
指
導
す
る
。

通
学
路
の
安
全
確
保
に
特
化
し
た

道
路
等
の
施
設
整
備
を

公
明
党　

松　

森　

幸　

一

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

平　

松　

尾　
　

宏

安
曇
野
の
地
下
水
・
財
政
の
危
機
、

庁
舎
建
設
の
前
提
に
疑
問

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団　

松　

澤　

好　

哲

市
の
債
権
管
理
や
収
納
体
制

そ
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

無
所
属
連
合　

小　

林　

純　

子
下水道終末処理場・
アクアピア安曇野
のシンボルマーク

23
年
度
決
算
と
安
曇
野
市
の

財
政
と
新
庁
舎
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一 般 質 問

尼崎市の生活習慣病予防ガイドライン

滞留スペースのない交差点

問　

議
会
だ
よ
り
27
号
裏

面
、
市
民
の
声
「
危
険
と
隣

り
合
わ
せ
の
通
学
路
」
小
中

学
生
を
持
つ
お
母
さ
ん
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。
市
長
に
市

民
の
声
を
聞
き
ど
の
よ
う
な

考
え
か
お
聞
き
す
る
。

市
長　

通
学
路
で
子
ど
も
達

が
犠
牲
に
な
る
痛
ま
し
い
交

通
事
故
が
全
国
で
発
生
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
十
分
承

知
し
て
い
る
。
将
来
を
担
う

子
ど
も
達
の
通
学
路
の
安
全

は
喫
緊
の
課
題
。
安
全
対
策

は
市
民
の
願
い
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
な
予
算
措
置
に

向
け
、
で
き
る
限
り
の
取
り

組
み
を
し
た
い
と
考
え
る
。

問　

文
部
科
学
省
通
達
、
24

ス
学
健
第
6
号
（
平
成
24
年

5
月
30
日
）
を
受
け
通
学
路

の
交
通
安
全
点
検
を
実
施
し

た
。
ど
の
よ
う
に
実
施
し
た

か
お
聞
き
す
る
。

教
育
長　

7
月
25
日
か
ら
8

月
6
日
の
間
、
各
学
校
か
ら

危
険
個
所
と
挙
げ
ら
れ
た
32

ヶ
所
の
危
険
個
所
の
点
検
を

教
育
委
員
会
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
都
市
建
設
部
、
安
曇
野

警
察
署
、
国
・
県
の
道
路
管

理
者
と
合
同
で
行
っ
た
。

問　

報
告
さ
れ
た
代
表
的
な

危
険
個
所
を
お
聞
き
す
る
。

教
育
長　

豊
科
東
小
学
校
・

野
田
信
号
交
差
点
。
明
南
小

学
校
・
国
道
19
号
線
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
が
な
い
。
堀
金
小
学

校
・
県
道
57
号
歩
道
と
車
道

の
区
別
が
な
い
。
三
郷
小
学

校
・
小
倉
北
、
山
麓
線
ス
ピ

ー
ド
を
出
す
車
が
多
い
。

穂
高
南
小
学
校
・
柏
原
穂
高

線
、
民
家
等
見
通
し
の
悪
い

ヶ
所
（
過
去
に
小
学
生
の
飛

び
出
し
事
故
発
生
）。
他
に

歩
道
が
狭
い
。
路
上
駐
車
が

多
い
。
側
溝
、
水
路
等
に
ふ

た
が
必
要
。
歩
道
分
離
信
号

設
置
希
望
等
。

問　

車
歩
道
分
離
さ
れ
て
い

る
指
定
通
学
路
小
学
校
で
は

7
％
。
中
学
は
、
24
％
教
育

委
員
会
と
し
て
、
こ
の
数
字

を
見
て
都
市
建
設
部
に
ど
の

よ
う
に
訴
え
て
い
る
か
お
聞

き
す
る
。

教
育
長　

全
体
的
に
分
離
が

問　

安
曇
野
市
で
は
男
女
と

も
2.5
人
に
一
人
は
糖
尿
病
あ

る
い
は
糖
尿
病
予
備
軍
だ
そ

う
だ
。
人
工
透
析
者
の
人
数

も
増
加
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗

塞
で
の
死
亡
も
全
国
や
長
野

県
と
比
較
し
て
も
多
い
。
特

定
健
診
の
受
診
率
を
上
げ
、

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
は
欠
か
せ
な
い
。
受
診
率

向
上
に
向
け
て
の
考
え
を
聞

く
。

市
民
環
境
部
長　
「
広
報
あ

づ
み
の
」
で
特
定
健
診
の
特

集
を
行
い
、
広
報
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
な
ど
の
制
度
周
知

と
人
間
ド
ッ
グ
補
助
の
拡
大

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
60
歳

以
上
の
通
院
治
療
者
の
医
療

機
関
で
実
施
し
た
検
査
結
果

の
受
領
に
取
り
組
み
、
24
年

度
か
ら
は
対
象
年
齢
を
40
歳

以
上
に
拡
大
し
、
長
野
県
平

均
受
診
率
40
％
を
上
回
る
こ

と
を
目
指
す
。

問　

先
進
の
尼
崎
市
で
は
健

診
へ
の
周
知
、
啓
蒙
は
住
民

組
織
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は

町
内
の
回
覧
、
掲
示
板
、
メ

デ
ィ
ア
、健
康
教
育
の
実
施
、

医
療
機
関
と
の
連
携
な
ど
幾

重
に
も
対
策
が
と
ら
れ
て
い

る
。健
診
実
施
会
場
も
本
庁
、

公
民
館
、
集
会
所
、
福
祉
会

館
、
小
学
校
な
ど
何
箇
所
に

も
及
ぶ
。
土
日
の
実
施
、
出

前
健
診
、
レ
デ
イ
ー
ス
健
診

も
あ
る
。
安
曇
野
市
で
も
参

考
に
な
る
内
容
は
あ
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　

幾
多
の
案

を
研
究
し
た
い
。

い
じ
め
・
不
登
校
対
策
に
つ

い
て

問　

平
成
23
年
度
の
成
果
報

告
で
は
い
じ
め
や
不
登
校
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
不
登
校

対
応
の
成
果
は
上
が
っ
て
い

る
と
あ
る
。
し
か
し
、
不
登

校
の
数
は
目
に
見
え
て
も
い

じ
め
は
目
に
見
え
な
い
こ
と

が
多
い
。
い
じ
め
に
関
し
て

は
減
少
傾
向
で
は
な
く
、
む

し
ろ
広
が
っ
て
い
る
、
あ
る

い
は
潜
在
化
、
陰
湿
化
し
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う

立
場
で
の
防
止
策
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

進
ん
で
い
な
い
。
子
ど
も
達

の
安
全
を
第
一
と
捉
え
、
通

学
路
の
安
全
マ
ッ
プ
を
作
製

し
て
い
る
。
通
学
路
の
安
全

に
努
め
、
教
育
委
員
会
と
し

て
積
極
的
に
都
市
建
設
部
と

連
携
協
議
す
る
な
か
で
実
現

に
向
け
努
力
す
る
。

問　

通
学
路（
市
民
も
通
る
）

勾
配
の
あ
る
橋
梁
（
光
橋
）

冬
期
間
、
凍
結
に
よ
る
子
ど

も
達
の
転
倒
事
故
が
起
き
て

い
る
。
路
面
ロ
ー
ド
ヒ
―
テ

ィ
ン
グ
等
の
検
討
を
。

都
市
建
設
部
長　

橋
長
４
４

０
ｍ
、
勾
配
2
％
通
学
路
で

は
唯
一
の
急
勾
配
の
橋
。
道

路
管
理
者
安
曇
野
建
設
事
務

所
に
話
を
さ
せ
て
戴
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
障
が
い
者
・
高
齢
者
に
優

し
い
道
路
に
つ
い
て

教
育
長　

一
件
で
も
命
に
危

険
が
及
ぶ
よ
う
な
内
容
で
あ

れ
ば
、あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
う
い
う
状
況
を
つ
く
ら
な

い
、
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と

を
基
本
に
据
え
て
進
め
る
。

問　

子
供
た
ち
自
身
が
話
し

合
い
、
子
供
た
ち
の
力
を
信

頼
し
て
解
決
し
て
い
く
場
を

設
け
て
い
く
こ
と
は
大
事
で

は
な
い
か
。

教
育
長　

子
供
た
ち
自
身
が

自
分
た
ち
の
力
で
な
く
そ
う

と
い
う
こ
と
は
大
事
だ
。
道

徳
、
学
活
、
学
級
指
導
等
の

時
間
を
使
い
、
い
じ
め
に
つ

い
て
考
え
合
う
。
命
を
大
事

に
す
る
、
そ
う
い
う
機
会
は

全
学
校
で
と
っ
て
い
る
。

安
全
性
の
低
い
道
路
と

交
通
安
全
等
に
つ
い
て
伺
う

常
念
会　

内　

川　

集　

雄新潟市内に設置の回収箱

問　

8
月
3
日
、「
使
用
済

み
小
型
電
子
機
器
等
資
源
化

促
進
法
」
が
成
立
し
た
。
有

用
金
属
を
含
む
も
の
が
多
い

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
半

が
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て

ら
れ
、
環
境
保
全
や
、
健
康

上
の
問
題
も
あ
る
と
い
わ
れ

る
中
、
よ
う
や
く
循
環
資
源

と
し
て
の
取
り
組
み
で
あ

る
。
安
曇
野
市
に
お
い
て
今

後
、
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
進
ん

で
い
く
の
か
質
問
す
る
。

市
長　

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な

物
は
再
資
源
化
を
進
め
て
い

く
と
い
う
必
要
性
は
十
分
に

認
識
を
し
て
い
る
。
来
年
4

月
を
目
途
に
、
レ
ア
メ
タ
ル

等
希
少
な
金
属
な
ど
が
含
ま

れ
る
小
型
電
子
機
器
な
ど
の

再
資
源
化
を
促
進
し
て
、
資

源
の
有
効
利
用
を
図
る
こ
と

が
目
的
で
あ
り
、
市
町
村
が

回
収
し
た
小
型
電
子
機
器
等

を
確
実
に
適
正
な
リ
サ
イ
ク

ル
を
行
う
こ
と
を
約
束
し
た

者
が
、
国
が
認
定
し
た
事
業

を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
と

承
知
し
て
い
る
。
法
律
が
公

布
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は

こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
今
後
の

動
向
を
踏
ま
え
、
モ
デ
ル
事

業
や
、
先
進
地
等
の
事
例
を

参
考
に
検
討
を
し
て
い
く
。

問　

新
潟
市
に
お
い
て
回

収
ボ
ッ
ク
ス
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
回
収
を
前
提
に
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つい
て
伺
う
。

市
民
環
境
部
長　

回
収
を
行

う
こ
と
に
し
た
場
合
、
回
収

ボ
ッ
ク
ス
は
比
較
的
取
り
組

み
が
容
易
な
方
法
の
一
つ
で

あ
る
。
し
か
し
、
一
定
量
の

回
収
を
行
う
た
め
に
は
、
市

内
に
設
置
す
る
回
収
箱
の
設

置
数
と
、
設
置
場
所
は
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
現

時
点
で
は
96
品
目
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
が
、
形
態
が
小

さ
い
も
の
で
、
た
く
さ
ん
レ

ア
メ
タ
ル
が
含
ま

れ
て
い
る
物
を
対

象
に
し
た
方
が
非

常
に
効
率
的
で
あ

る
と
の
観
点
で
評

価
し
た
場
合
、
10

問　

ア
ー
ト
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
は
市
の
文
化
向
上
は
も

と
よ
り
全
国
発
信
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
観
光
立
市
を
目
指

す
も
の
。
ア
ー
ト
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
で
成
功
し
た
自
治

体
と
し
て
は
、
小
布
施
町
や

由
布
市
（
旧
湯
布
院
町
）
な

ど
が
あ
る
。
市
長
は
ア
ー
ト

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ

て
い
る
か
を
伺
う
。

市
長　

ア
ー
ト
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
は
慎
重
を
期
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
が
先
進
事
例

も
参
考
に
し
て
費
用
対
効
果

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
安
曇

野
の
里
を
ど
の
よ
う
に
生
か

し
て
い
く
か
検
討
し
た
い
。

問　

安
曇
野
市
と
し
て
よ
そ

に
な
い
著
名
な
先
人
が
い

る
。
彫
刻
家
、
漆
芸
家
お
よ

び
写
真
家
の
3
人
で
、
そ
れ

ぞ
れ
に
美
術
館
や
記
念
館
が

あ
る
。
こ
の
作
家
達
を
現
代

に
つ
な
げ
全
国
発
信
す
る
た

め
に
は
作
品
の
公
募
を
し
て

賞
を
与
え
る
こ
と
だ
と
思

う
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
名
称
変
更
に
と
も
な
い

発
信
力
の
あ
る
地
元
作
家
の

作
品
展
を
や
る
の
は
ど
う

か
。

教
育
次
長　

市
と
し
て
一
つ

目
は
「
安
曇
野
の
お
船
祭
り

展
―
オ
フ
ネ
が
つ
な
ぐ
地
域

の
輪
」を
豊
科
郷
土
資
料
館
、

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら

い
」
お
よ
び
「
き
ぼ
う
」
を

会
場
に
10
月
中
旬
か
ら
12
月

上
旬
に
行
う
。
二
つ
目
は
市

内
の
美
術
館
、
博
物
館
が
連

携
し
て
「
安
曇
野
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
リ

レ
ー
２
０
１
２
」
を
10
月
の

一
カ
月
間
実
施
す
る
。
今
回

の
企
画
展
で
は
地
元
の
作
家

展
は
考
え
て
い
な
い
。

　

今
後
市
内
の
文
化
財
等
の

中
で
地
元
の
芸
術
家
の
掘
り

起
こ
し
も
含
め
、
そ
の
中
で

活
動
し
て
い
く
。

問　

イ
ベ
ン
ト
も
発
信
力
の

あ
る
イ
ベ
ン
ト
に
絞
っ
て
取

り
組
み
、
ど
こ
に
で
も
あ
る

よ
う
な
形
で
な
く
市
独
自
の

も
の
を
全
国
発
信
し
て
い
く

よ
う
な
観
点
か
ら
の
検
討
は

数
品
目
が
対
象
と
な
る
。
そ

の
点
も
含
め
て
検
討
す
る
。

問　

新
潟
市
に
お
い
て
、
回

収
箱
に
出
さ
れ
た
小
型
家
電

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
と
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
が
回
収
し
、
市
か
ら
買
い

取
る
。
そ
の
後
解
体
し
、
専

門
業
者
に
売
却
す
る
が
、
安

曇
野
市
に
お
い
て
、
社
会
就

労
セ
ン
タ
ー
で
解
体
し
、
民

間
に
売
却
す
る
と
い
う
し
く

み
は
可
能
か
？　
　
　
　
　

健
康
福
祉
部
長　

市
で
回
収

す
る
と
い
う
前
提
で
あ
る

が
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
と
施

設
事
業
者
の
需
要
と
供
給
で

あ
り
、
回
収
費
用
、
工
賃
の

問
題
が
あ
り
、
検
討
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
子
ど
も
達
に
が
ん
教
育
を

○
子
ど
も
発
達
支
援
相
談
室

な
さ
れ
た
か
。

教
育
次
長　

全
国
発
信
す
る

の
に
ど
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
が

良
い
か
安
曇
野
ら
し
さ
が
ど

う
い
う
と
こ
ろ
に
出
る
か
に

つ
い
て
研
究
し
、
進
め
て
い

き
た
い
。

問　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

名
称
変
更
に
伴
い
豊
科
近
代

美
術
館
の
名
称
を
安
曇
野
市

立
美
術
館
に
変
更
を
し
、
市

内
で
何
が
行
わ
れ
て
い
る
か

案
内
を
す
る
電
光
掲
示
板
を

用
意
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

市
長　

美
術
館
の
名
称
変
更

に
つ
い
て
は
地
域
の
み
な
さ

ん
の
お
も
い
も
あ
り
、
一
定

の
理
解
が
必
要
な
の
で
時
間

と
機
関
に
お
け
る
検
討
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
電
光
掲
示

板
に
つ
い
て
は
宣
伝
効
果
と

費
用
対
効
果
も
考
え
な
が
ら

も
う
少
し
内
部
で
検
討
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
市
政
を

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団　

猪 

狩　

久 

美 

子

「
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
」

の
展
望
に
つ
い
て

公
明
党　

藤　

原　

陽　

子

ア
ー
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う

無
所
属
連
合　

荻　

原　

勝　

昭

ようこそ
安曇野市へ
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一 般 質 問

オスプレイ　ノー10万人集会

問　

平
成
11
年
に
「
国
旗
・

国
歌
法
」
が
制
定
さ
れ
、
国

の
衆
参
議
場
、
都
道
府
県
議

場
の
全
議
場
に
掲
揚
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
全
国
市
町
村

議
場
は
約
半
数
の
自
治
体
に

止
ま
っ
て
い
る
。
長
野
県
は

5
／
77
で
全
国
ダ
ン
ト
ツ
最

少
で
あ
る
。
富
山
県
は
15
／

15
、
滋
賀
・
栃
木
・
茨
城
・

岡
山
・
大
分
・
石
川
県
で
も

殆
ど
の
市
町
村
で
掲
げ
て
い

る
。
幸
い
心
あ
る
市
民
か
ら

請
願
が
出
さ
れ
た
が
、
市
民

か
ら
言
わ
れ
る
ま
で
も
な
く

議
会
及
び
執
行
機
関
双
方
の

課
題
で
あ
る
の
で
議
場
へ

「
国
旗
・
市
旗
」
を
掲
揚
し

一
体
感
の
醸
成
を
と
思
う
が

い
か
が
か
。

市
長　

議
場
の
管
理
は
議
会

事
務
局
に
委
任
し
て
い
る
。

議
会
で
決
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
議
会
の
意
志
に
従
う
。

教
育
長　

市
長
同
様
議
員
の

皆
さ
ん
で
協
議
い
た
だ
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

問　

合
併
し
て
７
年
に
な
る
。

市
旗
の
無
い
の
が
寂
し
い
が
。

総
務
部
長　

今
作
成
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　

各
家
庭
で
の
祝
日
の

「
国
旗
」
掲
揚
、
戦
前
は
多

く
の
家
で
旗
日
と
し
日
の
丸

を
掲
げ
祝
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
国
の
象
徴
で
あ
る

国
旗
が
素
直
に
揚
げ
ら
れ
な

い
不
思
議
な
現
象
に
あ
る
。

　

全
国
に
は
購
入
補
助
を
し

国
旗
を
上
げ
る
運
動
を
進
め

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、安

曇
野
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

掲
揚
に
つ
い
て
は
強

制
す
べ
き
も
の
で
な
く
自
主

的
判
断
に
任
せ
る
考
え
だ
。

教
育
長　

統
制
で
き
る
も
の

で
な
い
。
購
入
へ
の
補
助
は

考
え
て
い
な
い
。

生
活
保
護
制
度
の
執
行
が
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
か

問　

最
近
「
不
正
受
給
を
許

せ
ば
国
が
滅
び
ま
す
」
と
か

「
安
易
な
生
活
保
護
制
度
が

国
を
滅
ぼ
す
」
と
い
う
言
葉

が
聞
か
れ
る
。
ま
た
高
額
所

得
者
の
母
が
受
給
し
て
全
国

的
な
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

問　

松
く
い
虫
に
よ
る
松
枯

れ
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い

る
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
生

態
系
の
乱
れ
、
山
林
整
備
の

不
十
分
さ
、
外
材
輸
入
に
よ

る
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
日
本
に
入

り
込
ん
で
き
た
こ
と
な
ど
複

合
的
要
因
が
あ
り
、
こ
れ
以

上
の
被
害
を
広
げ
な
い
方
策

が
必
要
だ
。
松
く
い
虫
の
駆

除
、
薬
剤
の
樹
幹
注
入
、
間

伐
・
炭
焼
き
の
奨
励
、
樹
種

転
換
（
落
葉
樹
、
針
葉
樹
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
山
）、

土
壌
改
良
な
ど
打
つ
べ
き
手

は
ど
う
か
。

農
林
部
長　

伐ば
っ
と
う倒
燻く

ん
じ
ょ
う蒸
処

理
で
媒
介
す
る
カ
ミ
キ
リ
の

密
度
を
抑
制
し
て
蔓
延
を
防

ぐ
。
樹
幹
注
入
は
、
庭
木
、

神
社
仏
閣
の
赤
松
に
適
し
て

い
る
が
、
薬
剤
は
市
価
で
2

万
5
千
円
か
か
る
。
被
害
木

の
チ
ッ
プ
・
粉
砕
に
よ
る
処

理
で
、
作
業
道
に
敷
き
つ
め

る
。
間
伐
は
地
域
の
理
解
が

必
要
。
免
疫
力
ア
ッ
プ
の
た

め
に
灰
、
炭
の
散
布
で
土
壌

の
改
良
も
検
討
し
た
い
。

問　

森
林
組
合
を
は
じ
め
関

係
団
体
で
の
協
議
会
の
設
立

で
新
し
い
対
応
策
を
と
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

農
林
部
長　

明
科
、
東
山
の

豊
科
地
域
の
対
策
協
議
会
を

9
月
末
に
つ
く
り
、
方
向
づ

け
を
し
た
い
。

問　

環
境
基
本
計
画
も
位
置

づ
け
、
市
の
財
源
確
保
で
樹

幹
注
入
の
薬
剤
購
入
補
助
な

ど
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

農
林
部
長　

駆
逐
費
用
、
樹

幹
注
入
へ
の
補
助
を
検
討

し
、
間
伐
事
業
は
県
と
も
相

談
し
財
政
的
に
も
市
に
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
対
応
し
た

い
。

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
・

低
空
飛
行
訓
練　

ノ
ー

問　

い
つ
落
ち
る
と
も
わ
か

ら
な
い
欠
陥
輸
送
機
オ
ス
プ

レ
イ
を
北
ア
ル
プ
ス
上
空
に

低
空
（
地
上
60
ｍ
）
で
飛
行

訓
練
す
る
計
画
は
許
せ
な
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

北
ア
ル
プ
ス
周
辺
の

最
低
賃
金
労
働
者
よ
り
受
給

者
の
方
が
所
得
が
多
い
現
象

が
発
生
し
て
い
る
。
真
に
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
人
達
に

適
正
に
と
ど
い
て
い
る
か
現

状
と
取
り
組
み
を
聞
く
。

市
長　

年
々
増
額
し
て
お
り

約
8
億
5
千
万
円
で
あ
る
。

雇
用
が
重
要
な
の
で
就
労
指

導
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

健
康
福
祉
部
長　

平
成
20
年

２
６
７
世
帯
で
あ
っ
た
も
の

が
、
現
在
４
５
１
世
帯
で
あ

る
。
不
正
の
立
入
る
余
地
の

な
い
よ
う
支
給
し
て
い
る
。

地
下
水
資
源
の
涵
養
と
保
全

に
「
冬
水
た
ん
ぼ
農
法
」
を

問　

地
下
水
資
源
強
化
活
用

指
針
に
冬
水
た
ん
ぼ
が
上
っ

て
い
る
。
積
極
的
な
取
り
組

み
を
期
待
し
た
い
が
。

市
長　

水
田
機
能
の
多
様
性

か
ら
も
有
効
手
段
と
考
え

る
。
冬
の
水
利
権
取
得
が
課

題
で
あ
る
の
で
県
・
国
へ
要

望
し
て
い
き
た
い
。

農
林
部
長　

積
極
的
に
研
究

す
る
。

山
岳
エ
リ
ア
を
直
接
通
過
す

る
「
ブ
ル
ー
ル
ー
ト
」
は
当

市
か
ら
外
れ
て
い
る
が
、
当

市
に
飛
来
す
る
可
能
性
も
あ

る
。
政
府
は
安
全
宣
言
し
た

が
、
事
故
を
起
こ
し
て
い
る

オ
ス
プ
レ
イ
に
は
大
き
な
懸

念
を
も
っ
て
い
る
。
市
長
会

と
連
携
し
て
、
国
・
県
に
対

し
、
安
全
性
の
確
認
、
影
響
、

訓
練
の
内
容
の
説
明
を
要
望

す
る
。

問　

飛
行
訓
練
情
報
の
提

供
、
市
民
へ
の
情
報
伝
達
は

ど
う
か
。

総
務
部
長　

市
民
へ
わ
か
り

や
す
い
正
確
な
情
報
を
無
線

放
送
で
知
ら
せ
た
い
。

空地の前方に南小の樹木が見える

問　

新
庁
舎
建
設
は
必
要
。

安
曇
野
市
の
心
臓
部
。
市
長

の
新
庁
舎
建
設
へ
の
思
い
と

元
気
あ
ふ
れ
る
安
曇
野
、
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
抱

負
、
ま
た
、
質
実
剛
件
の
意

が
強
く
、
夢
が
な
い
。
具
体

的
イ
メ
ー
ジ
を
伺
う
。

市
長　

安
曇
野
市
に
な
っ
て

8
か
所
に
分
散
し
た
機
能
の

集
約
を
図
り
、無
駄
を
省
き
、

市
民
の
安
心
安
全
、
防
災
体

制
の
強
化
等
、
合
併
特
例
債

を
有
効
活
用
、
市
民
に
愛
さ

れ
、
夢
と
希
望
を
託
せ
る
庁

舎
を
目
指
し
て
い
る
。

総
務
部
長　

先
の
「
東
日
本

大
震
災
」
以
降
、
庁
舎
は
防

災
拠
点
と
し
て
も
、「
市
民

に
愛
さ
れ
、
次
世
代
に
引
き

継
が
れ
る
」
が
基
本
理
念
に

な
っ
て
い
る
。
全
体
像
は
近

隣
や
周
辺
の
景
観
に
配
慮

し
、
外
装
は
地
元
産
の
木
材

を
採
用
、
安
曇
野
の
景
観
に

溶
け
込
ん
だ
庁
舎
に
な
っ
て

い
る
。
1
階
に
は
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
、
4
階
に
は
ア
ル
プ
ス

の
眺
望
ス
ペ
ー
ス
と
休
憩
室

を
設
け
、
豊
科
近
代
美
術
館

や
図
書
館
に
来
ら
れ
た
皆
様

に
、
ま
た
、
観
光
で
訪
れ
た

お
客
様
に
も
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
、
魅
力
あ
る
庁
舎
づ
く

り
を
目
指
し
、進
め
て
い
る
。

問　

い
よ
い
よ
安
曇
野
イ
ン

タ
ー
に
名
称
変
更
。
安
曇
野

の
元
気
と
魅
力
発
信
、
Ｐ
Ｒ

に
イ
ベ
ン
ト
の
発
信
は
と
て

も
大
切
。
補
正
予
算
に
安
曇

野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
調
査
費

が
計
上
さ
れ
た
。
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
へ
の
助
走
が
始
ま
っ

た
と
み
る
。
あ
と
は
商
工
観

光
部
長
の
強
い
決
意
と
意
気

に
か
か
っ
て
い
る
。
伺
う
。

商
工
観
光
部
長　

ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
は
期
待
の
事
業
。
大

変
な
準
備
を
要
す
。
一
過
性

の
も
の
で
な
く
、
継
続
す
る

こ
と
が
大
切
。
今
回
の
調
査

内
容
に
つ
い
て
は
12
項
目
を

依
頼
。
今
後
、
関
係
団
体
、

市
民
を
含
め
て
、
次
の
ス
テ

ッ
プ
へ
と
進
め
た
い
。

安
曇
野
市
空
き
地
（
未
利
用

地
）
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

問　

今
ま
で
広
が
り
を
防
ぐ

た
め
の
伐
倒
燻
蒸
処
理
を
3

年
間
で
約
2
億
２
７
８
０
万

と
出
来
る
限
り
の
こ
と
は
し

て
い
た
だ
い
た
と
思
う
が
、

今
年
度
は
、
今
ま
で
の
被
害

状
況
と
は
全
く
違
う
が
、
そ

の
認
識
と
今
後
の
対
応
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

押
野
山
か
ら
北
に
伸

び
る
中
山
地
域
の
被
害
は
ま

さ
に
甚
大
で
、
市
政
を
預
か

る
者
と
し
て
、
大
変
心
を
痛

め
て
い
る
。
伐
倒
燻
蒸
処
理

が
効
を
成
さ
な
い
現
実
の
た

め
、
昨
年
度
か
ら
国
の
補
助

対
象
か
ら
外
さ
れ
、
処
理
が

進
ま
な
い
大
変
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
見
過
ご
す

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、新

た
な
よ
り
効
果
的
な
対
策
に

大
き
く
転
換
し
た
い
。

問　

転
換
す
る
具
体
的
な
対

策
と
内
容
に
つ
い
て
。

農
林
部
長　

激
甚
地
の
被
害

木
に
つ
い
て
は
、
迅
速
な
整

理
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
そ
こ
で
、
国
の
新
規
事

業
「
更
新
伐
」
内
容
的
に
は
、

被
害
木
を
含
め
、
赤
松
の
70

％
を
伐
採
、
搬
出
を
し
、
残

り
30
％
を
健
全
な
里
山
に
す

る
と
い
う
新
た
な
事
業
に
取

り
組
む
と
い
う
考
え
で
あ

る
。

問　

是
非
早
急
に
進
め
て
頂

き
た
い
が
、
24
年
度
の
事
業

と
し
て
間
に
合
う
の
か
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
聞
き
た
い
。

農
林
部
長　

個
人
所
有
地
が

ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
地
域
の

合
意
形
成
が
ま
ず
必
要
で
、

議
論
の
場
を
早
急
に
設
け
、

地
元
の
合
意
を
得
て
県
と
協

議
す
る
な
か
で
、
今
年
度
、

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
一
番
激

甚
な
と
こ
ろ
か
ら
、
対
応
し

た
い
。

〔
要
望
〕
空
中
散
布
に
つ
い

て
は
広
域
で
の
対
応
を
視
野

に
入
れ
、
対
策
協
議
会
で
議

論
し
て
方
向
性
を
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

防
災
無
線
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
と
の
連
携
に
つ
い
て

問　

年
内
に
同
報
系
防
災
無

線
の
屋
外
器
の
大
型
事
業
が

問　

豊
科
2
児
童
館
（
豊
科

中
央
児
童
館
・
高
家
児
童
館
）

統
合
提
言
の
報
告
書
が
安
曇

野
市
地
域
児
童
館
審
議
委
員

会
よ
り
提
出
さ
れ
た
。
2
児

童
館
が
老
朽
化
に
よ
り
、
ま

た
、
１
校
区
内
に
あ
る
こ
と

か
ら
、統
合
し
、新
児
童
館
は

利
便
性
を
考
え
、
現
在
の
豊

科
中
央
児
童
館
付
近
に
建
設

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
。建

設
は
何
年
頃
か
。ま
た
建
設

の
予
定
地
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

ま
だ
、
報

告
書
の
検
討
段
階
に
あ
る
。

問　

ち
ょ
う
ど
、
近
く
に
安

曇
野
市
の
未
利
用
地
が
あ

る
。
有
力
候
補
地
と
し
て
如

何
な
も
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

ご
提
案
と

し
て
、
承
っ
て
お
き
た
い
。

発
注
に
な
る
が
、
公
平
な
入

札
を
し
、
ど
こ
の
メ
ー
カ
ー

が
受
注
し
て
も
、
安
曇
野
市

に
税
金
を
払
っ
て
い
る
電
気

事
業
者
が
下
請
け
で
き
る
よ

う
義
務
付
け
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

市
長　

新
し
い
総
合
操
作
卓

を
導
入
し
、
透
明
性
の
保
て

る
一
般
競
争
入
札
方
式
を
実

施
し
、
下
請
け
は
市
内
電
気

事
業
者
と
す
る
こ
と
を
原
則

と
す
る
。

問　

東
日
本
大
震
災
で
住
民

の
情
報
入
手
先
は
ラ
ジ
オ
が

39
％
で
防
災
無
線
は
4
％
だ

っ
た
。
そ
こ
で
同
報
系
防
災

無
線
は
屋
外
機
で
、
室
内
機

は
Ｆ
Ｍ
に
委
託
す
る
こ
と
が
ベ

タ
ー
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

Ｆ
Ｍ
会
社
の
運
営
状

況
等
を
十
分
に
見
極
め
、
慎

重
に
検
討
す
る
。

〔
要
望
〕
Ｆ
Ｍ
は
緊
急
時
の

情
報
伝
達
、
平
常
時
の
地
域

情
報
伝
達
、
観
光
面
で
も
大

き
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う

事
な
の
で
、
是
非
前
向
き
な

検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

国
旗
の
掲
揚
に
つ
い
て

（
議
場
に
・
祝
日
の
家
庭
に
）

常
念
会　

山　

田　

高　

久

松
枯
れ
被
害
を
こ
れ
以
上

広
げ
な
い
た
め
に

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団　

下 

里　

喜 

代 

一

元
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

無
所
属
連
合　

相 

田　

登 

美 

枝

松
食
い
虫
対
策
に
つ
い
て

信
進
ク
ラ
ブ　

宮　

下　

明　

博
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一 般 質 問

北社サイト太陽光発電所

望まれる堰の水質管理

問　

県
内
の
市
町
村
に
比
べ

一
歩
遅
れ
て
い
る
と
お
も
わ

れ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
拡
大
に
向
け
て
、
市
長
は

ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
取
組

ん
で
い
く
の
か
。

市
長　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り

方
を
考
え
た
と
き
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
と
経
済
性
、

環
境
変
化
な
ど
総
合
的
な
検

証
を
す
る
と
共
に
市
民
意
識

や
地
域
の
将
来
を
幅
広
く
展

望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
後
、
新
た
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
に
向
け
て
、
総

合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
に

積
極
的
な
施
策
を
展
開
し
て

い
く
。具
体
的
に
は
、地
域
資

源
の
特
性
や
優
位
性
を
活
か

す
手
段
や
手
法
を
積
極
的
に

検
証
し
、
そ
の
成
果
が
地
域

に
還
元
さ
れ
る
よ
う
な
地
域

づ
く
り
、経
済
の
活
性
化
、雇

用
の
確
保
に
結
び
つ
く
よ
う

な
思
い
で
取
組
ん
で
い
く
。

問　

今
後
の
進
め
方
と
し

て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
、エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
の
研
究
開

発
に
着
手
で
き
な
い
か
。

企
画
財
政
部
長　

総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
や
環
境
基
本

計
画
の
見
直
し
に
よ
り
、
十

分
な
市
民
ニ
ー
ズ
と
組
織
、

横
断
的
な
庁
内
調
整
を
図
り

推
進
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、

県
の
一
村
一
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
補

助
事
業
等
の
活
用
や
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
信
州
ネ
ッ
ト
と
の

連
携
を
深
め
進
め
て
い
く
中

で
、
情
報
交
換
や
交
流
、
技

術
の
収
集
、
蓄
積
等
積
極
的

に
進
め
て
い
く
。

問　

後
期
基
本
計
画
に
織
り

込
む
た
め
に
も
、市
民
や
企
業

の
声
を
聴
く
必
要
は
な
い
か
。

企
画
財
政
部
長　

環
境
基
本

計
画
審
議
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト

２
５
０
０
人
の
実
施
結
果
、

大
人
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
5

回
開
催
の
意
見
等
を
反
映
し

て
い
く
。

問　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

に
よ
り
、
資
金
が
担
保
さ
れ

て
く
る
と
国
の
補
助
金
も
鈍

り
初
期
投
資
の
資
金
面
に
支

問　

先
人
た
ち
の
長
い
間
の

格
闘
の
所
産
と
し
て
、
市
内

に
は
た
く
さ
ん
の
堰
が
縦
横

に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い

る
。
河
川
に
加
え
て
、
堰
は

安
曇
野
市
の
田
園
風
景
や
農

業
環
境
を
守
っ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、文
化
遺
産
と
呼
ば
れ

る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。堰
は

防
災
機
能
も
果
た
し
て
い
る

が
、何
と
いっ
て
も
農
業
用
水

で
あ
り
、き
れ
い
な
農
業
用
水

こ
そ
が
安
曇
野
の
農
産
物
の

付
加
価
値
を
高
め
、安
曇
野

全
体
の
価
値
を
高
め
る
こ
と

に
な
る
。農
業
用
水
に
対
す

る
基
本
的
考
え
を
伺
う
。

市
長　

当
市
の
貴
重
な
財
産

で
あ
る
良
質
な
水
に
つ
い
て

の
基
本
的
方
針
は
、
工
場
排

水
は
下
水
道
に
接
続
し
、
農

業
用
河
川
・
堰
に
流
入
さ
せ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
当
市
は

農
地
と
工
場
が
混
在
し
て
お

り
、
水
質
は
法
令
に
基
づ
き

一
定
の
基
準
は
ク
リ
ア
し
て

い
る
も
の
の
、
一
部
河
川
や

堰
に
放
流
さ
れ
て
い
る
。
今

後
は
土
地
改
良
区
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
、
水
質
の
一
層
の

保
全
、
水
質
向
上
の
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

農
林
部
長　

堰
の
水
に
対
し

て
の
関
心
事
は
今
ま
で
は
水

量
で
あ
っ
た
。
今
で
は
ブ
ラ

ン
ド
化
さ
れ
て
い
る
農
産
物

も
い
く
つ
か
あ
り
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
に
後
押
し
さ
れ

て
い
る
。
今
後
は
水
質
管
理

も
大
事
で
は
な
い
か
と
思
う
。

市
内
に
は
12
の
土
地
改
良
区

が
あ
り
、
土
地
改
良
区
連
絡

協
議
会
の
中
で
議
論
を
し
て

い
た
だ
い
て
、
量
の
管
理
ば

か
り
で
な
く
、
水
質
に
も
関

心
を
払
っ
て
い
た
だ
き
チ
ェ

ッ
ク
す
る
。

問　

市
内
に
は
一
日
に
何
千

ト
ン
も
の
大
量
の
地
下
水
を

汲
み
上
げ
、
使
用
後
堰
に
排

出
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
と

聞
く
。
企
業
倫
理
に
も
か
か

わ
る
問
題
だ
と
思
う
が
、
下

流
域
で
は
農
業
者
が
お
米
用

に
水
を
引
い
て
い
る
。
ど
う

考
え
る
か
。

市
民
環
境
部
長　

洗
浄
に
使

っ
た
り
、
冷
却
に
使
っ
て
い

障
が
な
い
か
。　
　
　

農
林
部
長　

小
水
力
発
電
に

取
組
む
場
合
は
、
調
査
費
か

ら
建
設
費
ま
で
含
め
た
補
助

制
度
は
確
立
さ
れ
て
い
る
。

問　

太
陽
光
、
熱
利
用
分
野

は
市
民
環
境
部
、
小
水
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
分
野
は
農
林
部

と
部
局
が
異
な
る
が
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
課
等
の
新
組

織
案
は
考
え
て
い
る
か
。

企
画
財
政
部
長　

新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
組
み
は
、
企
画
政

策
課
が
各
部
門
と
連
携
を
と

り
推
進
し
て
い
く
。

〔
要
望
〕

小
水
力
発
電
で
は
水
利
権
、

太
陽
光
で
は
農
地
法
が
課
題

の
た
め
、
国
の
動
き
を
フ
ォ

ロ
ー
し
て
欲
し
い
。

る
。
水
質
は
工
場
で
検
査
さ

れ
て
い
る
し
、
県
の
検
査
も

あ
り
問
題
は
な
い
と
思
う

が
、そ
れ
を
果
た
し
て
河
川
・

堰
に
大
量
に
流
し
て
い
い
の

か
と
思
う
。
で
き
る
限
り
地

下
浸
透
さ
せ
て
い
た
だ
く
お

願
い
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

下
水
道
事
業
の
整
備
が

進
み
、
残
る
の
は
主
と
し
て

穂
高
地
域
と
な
っ
た
。
住
宅

が
点
在
し
、
投
資
効
率
が
悪

い
中
、ど
う
対
応
す
る
の
か
。

上
下
水
道
部
長　

地
域
の
説

明
会
を
し
、
事
業
の
理
解
を

し
て
い
た
だ
く
。
公
共
枡
の

設
置
に
つ
い
て
よ
り
丁
寧
な

説
明
を
し
、
接
続
の
お
願
い

を
す
る
。
既
存
の
合
併
浄
化

槽
設
置
者
も
早
目
に
接
続
し

て
い
た
だ
く
お
願
い
を
す
る
。

問　

市
長
の
行
政
手
法
の
中

で
何
点
か
伺
う
。
先
ず
、
人

事
の
適
正
配
置
と
そ
の
評
価

と
い
う
点
で
一
連
の
部
長
級

職
員
が
こ
こ
7
年
で
5
人
も

交
代
す
る
と
い
う
部
局
が
複

数
見
受
け
ら
れ
、
合
併
し
て

街
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

べ
き
時
期
と
す
れ
ば
好
ま
し

く
な
い
と
考
え
る
が
、
基
本

的
な
市
長
の
考
え
を
お
聞
き

す
る
。

市
長　

確
か
に
ご
指
摘
の
様

に
部
長
或
い
は
部
局
長
に
お

い
て
１
年
程
で
交
代
し
て
い

る
状
況
が
有
る
。
部
長
職
と

い
う
も
の
は
、
ど
こ
に
配
属

さ
れ
て
も
自
分
の
職
責
を
全

う
出
来
る
だ
け
の
見
識
を
持

た
れ
た
皆
さ
ん
で
無
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
私
も
そ
の
つ

も
り
で
適
材
適
所
の
人
事
配

置
を
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ

る
。
又
ど
の
様
な
基
準
で
部

長
を
選
ん
で
い
る
か
と
の
問

題
に
つ
い
て
は
、勤
務
実
績
・

仕
事
に
対
す
る
熱
意
・
業
績

評
価
・
能
力
評
価
、
そ
し
て

何
よ
り
健
康
状
態
や
意
欲
、

適
正
を
見
極
め
て
総
合
的
判

断
の
中
で
市
民
の
期
待
に
応

え
て
行
き
た
い
。

問　

引
き
続
き
、
定
年
や
定

年
前
に
リ
タ
イ
ヤ
す
る
幹
部

職
員
の
再
任
用
に
つ
い
て
、

少
な
く
と
も
再
任
用
願
い
が

提
出
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
一

定
の
ル
ー
ル
が
あ
る
の
か
、

公
募
制
を
採
っ
て
い
る
公
民

館
長
の
採
用
に
も
真
の
公
募

制
と
は
何
か
と
思
う
よ
う
な

紛
ら
わ
し
い
状
況
が
有
る
よ

う
に
感
ず
る
。
こ
の
辺
に
つ

い
て
具
体
的
事
情
或
い
は
ル

ー
ル
み
た
い
な
も
の
が
有
っ

た
ら
説
明
願
う
。

総
務
部
長　

4
月
1
日
現
在

18
名
の
再
任
用
を
し
て
い

る
。
勤
務
時
間
等
は
地
方
公

務
員
法
第
28
条
に
基
づ
く
も

の
で
、単
年
度
契
約
で
あ
る
。

最
長
65
歳
と
言
う
事
で
そ
の

背
景
に
は
や
は
り
年
金
の
段

階
的
引
き
上
げ
が
あ
り
、
実

務
的
に
は
職
員
構
成
、
業
務

の
運
営
等
を
考
慮
し
本
人
の

意
向
を
確
認
の
上
配
属
を
決

定
す
る
。
又
公
民
館
長
の
採

用
に
つ
い
て
は
安
曇
野
市
の

公
民
館
選
考
委
員
会
設
置
要

綱
に
基
づ
い
て
、
委
員
会
が

採
用
決
定
し
て
い
る
。
直
前

市
の
幹
部
職
員
だ
っ
た
方
が

2
名
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、

再
任
用
と
は
全
く
関
係
な
く

一
民
間
人
と
し
て
公
募
に
応

募
し
厳
正
に
審
査
さ
れ
た
上

採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

問　

事
業
施
策
の
ハ
ー
ド
部

分
と
ソ
フ
ト
部
分
の
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
伺
う
。
一
例
を

挙
げ
れ
ば
穂
高
、
豊
科
地
域

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
に
て
空
き

店
舗
の
利
活
用
を
図
る
と
の

事
で
応
募
者
が
数
件
あ
っ
た

と
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
を
見
て

感
じ
た
事
は
、
そ
れ
自
体
は

大
変
喜
ば
し
い
事
だ
が
余
り

に
も
対
症
療
法
的
で
全
体
像

が
全
く
見
え
て
こ
な
い
、
つ

ま
り
こ
の
事
を
ど
の
様
に
活

性
化
に
繫
げ
て
行
く
の
か
が

見
え
て
こ
な
い
。
基
本
的
ソ

フ
ト
部
分
は
ど
う
構
築
し
て

る
の
か
。

商
工
観
光
部
長　

一
刻
も
早

く
市
の
方
針
を
示
し
た
い
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

し
ん
風
会　

小 

松　

洋 

一 

郎

安
曇
野
の
き
れ
い
な
水
、
農
業
用
水
は

守
ら
れ
る
の
か

平　

丸　

山　

祐　

之

市
長
の
行
政
手
法
と

そ
の
自
己
評
価
に
つ
い
て平　

浜　
　

昭　

次

問　

平
成
23
年
11
月
に
策
定

さ
れ
た
「
安
曇
野
市
職
員
接

遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
は
、「
市

民
の
皆
様
を
お
客
様
と
捉
え

て
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
発

揮
で
き
る
職
場
形
成
を
目
指

す
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
私
の
も
と
に
は
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
は
程
遠
い

声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
接
遇

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ

し
て
市
民
か
ら
の
苦
情
や
要

望
の
対
応
は
、
適
切
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

市
長　

色
々
な
場
面
で
職
員

に
対
す
る
苦
情
は
耳
に
す

る
。
ま
だ
ま
だ
対
応
の
悪
さ

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。分
庁
方
式
に
よ
り
職

員
が
分
散
し
て
い
る
中
、ど
こ

の
支
所
で
も
同
じ
サ
ー
ビ
ス

を
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
接

遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

た
。
こ
の
7
月
か
ら
全
職
員

に
再
度
読
み
合
わ
せ
を
し

て
、
し
っ
か
り
自
分
の
も
の

と
す
る
よ
う
指
示
を
し
た
。

苦
情
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
で
き
な
い
と
い
う
理
由

を
述
べ
る
前
に
、
ど
う
す
れ

ば
で
き
る
の
か
を
考
え
る
べ

き
だ
と
思
う
。
た
だ
し
、
法

令
・
政
令
・
法
律
等
を
違
反

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
し
っ
か
り
と
し
た
説
明

責
任
を
果
た
す
べ
き
だ
と
思

っ
て
い
る
。
7
月
か
ら
人
事

課
で
苦
情
に
対
す
る
集
約
を

し
て
い
る
。
月
ご
と
の
苦
情

の
内
容
、
ま
た
対
応
な
ど
職

員
へ
周
知
し
、
同
じ
苦
情
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
情
報

共
有
を
行
っ
て
い
る
。
10
万

都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
、
市
民
の

み
な
さ
ま
に
こ
た
え
ら
れ
る

職
員
像
に
今
後
も
務
め
る
。

問　

職
員
提
案
制
度
だ
が
、

22
年
度
に
比
べ
23
年
度
は
件

数
が
激
減
し
た
。
く
だ
ら
な

い
と
思
わ
れ
る
小
さ
な
こ
と

か
ら
大
き
な
成
果
が
生
ま
れ

る
可
能
性
も
あ
る
。
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

総
務
部
長　

今
月
か
ら
市
の

課
題
で
も
あ
る
「
人
口
10
万

人
に
す
る
た
め
に
」
と
、「
健

康
長
寿
社
会
を
目
指
す
た
め

に
」
の
2
テ
ー
マ
を
施
策
の

提
案
と
し
て
受
け
付
け
て
い

る
。
最
低
１
提
案
を
出
す
よ

う
な
形
で
、
ま
た
自
分
の
部

署
で
取
り
組
め
な
い
こ
と

は
、
組
織
横
断
的
な
提
案
も

含
め
て
求
め
て
い
る
。

問　

職
員
が
現
役
で
亡
く
な

る
事
が
あ
る
と
大
変
大
き
な

損
失
で
あ
る
。
心
身
の
健
康

管
理
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

総
務
部
長　

健
康
診
断
の
受

診
率
は
年
々
上
昇
し
23
年
度

は
95
・
9
％
と
な
っ
た
。
①

相
談
体
制
の
充
実
整
備
と
し

て
、
人
事
課
に
保
健
士
を
配

属
、
管
理
監
督
者
を
含
む
職

員
が
、
相
談
し
や
す
い
環
境

を
整
え
た
。
②
新
規
職
員
や

管
理
職
、
一
般
職
を
そ
れ
ぞ

れ
対
象
に
し
た
研
修
会
を
行

っ
て
い
る
。
③
職
場
復
帰
支

援
と
い
う
こ
と
で
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
要
項
に
基

づ
き
ス
ム
ー
ズ
に
復
帰
で
き

る
体
制
を
整
え
た
。
④
問
題

が
大
き
く
な
る
前
に
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
る
。

職
員
の
窓
口
対
応
及
び
職
員
の

健
康
管
理
に
つ
い
て公

明
党　

小　

松　

芳　

樹
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一 般 質 問

問　

人
口
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
中
、「
総
合
計
画
」
向

こ
う
5
カ
年
を
見
据
え
た
、

後
期
基
本
計
画
策
定
の
考
え

方
を
伺
う
。

市
長　

産
業
振
興
と
雇
用
の

場
確
保
、
健
康
長
寿
と
子
育

て
支
援
、
人
材
の
育
成
を
重

点
と
し
た
施
策
づ
く
り
を
示

し
た
い
。
次
世
代
を
担
う
人

づ
く
り
は
、
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
の
理
解
を
深
め
、
個
性

を
生
か
し
、
自
主
自
立
と
人

権
尊
重
の
精
神
を
養
い
、
豊

か
な
人
間
形
成
と
な
る
施
策

に
し
た
い
。

問　

今
回
の
推
計
で
は
、
平

成
27
年
を
ピ
ー
ク
に
市
の
人

口
が
減
少
す
る
と
な
っ
て
い

る
、
児
童
・
生
徒
の
将
来
人

口
動
態
の
推
移
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
部
長　

5
歳
か
ら

9
歳
は
、
平
成
29
年
は
平
成

22
年
比
３
１
５
人
減
、
10
歳

か
ら
14
歳
で
３
３
５
人
減
と

な
る
推
計
で
あ
る
。

問　

市
の
定
住
人
口
の
増
進

計
画
を
至
急
進
め
る
必
要
が

あ
る
が
考
え
は
。

企
画
財
政
部
長　

定
住
促
進

の
観
点
か
ら
、子
育
て
支
援
、

教
育
環
境
の
整
備
、
市
内
雇

用
の
創
出
等
、
図
る
必
要
が

あ
る
。
市
移
住
・
定
住
促
進

本
部
、
研
究
会
を
10
月
設
置

し
、
民
間
諸
団
体
で
構
成
す

る
「
市
移
住
・
定
住
促
進
会

議
」
を
11
月
に
設
置
し
取
り

組
み
た
い
。

問　

児
童
・
生
徒
数
の
減
少

推
計
と
、
適
切
な
学
校
の
配

置
や
通
学
区
域
の
見
直
し
等

検
討
す
る
時
期
と
思
う
が
ど

う
か
。

教
育
長　

学
校
教
育
シ
ス
テ

ム
か
ら
、
児
童
・
生
徒
数
の

推
計
で
は
、
小
学
校
児
童
数

が
平
成
30
年
度
で
は
対
19
年

度
比
２
５
２
人
の
減
と
な

り
、減
少
は
免
れ
な
い
の
で
、

研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

問　

児
童
・
生
徒
の
ク
ラ
ス

の
人
数
の
格
差
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

市
の
小
学
校
と

中
学
校
の
1
・
2
年
は
35
人

学
級
で
、
3
年
の
み
40
人
学

級
で
あ
る
。
１
ク
ラ
ス
の
最

問　

昨
年
8
月
7
日
、
今
年

8
月
30
日
の
豪
雨
に
よ
り
、黒

沢
川
上
流
部
、滝
の
沢
や
山

越
沢
等
で
崩
落
が
あ
っ
た
。

原
因
、
対
応
、
対
策
は
。

市
長　

周
辺
一帯
は
保
安
林
の

為
県
林
務
部
に
災
害
復
旧
、

再
発
防
止
の
工
事
対
応
を
要

請
。ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
現
地

で
の
詳
細
な
調
査
を
実
施
。

　

こ
れ
を
基
に
４
カ
年
に
亘

る
治
山
計
画
が
策
定
さ
れ
谷

止
工
を
４
基
設
置
す
る
。
今

年
度
は
黒
沢
の
滝
と
黒
沢
ダ

ム
の
中
間
点
に
谷
止
工
一
基

を
建
設
予
定
で
あ
る
。

　

森
林
整
備
と
し
て
本
数
調

整
材
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
実
施
。

農
林
部
長　

原
因
は
古
傷
が

随
分
広
が
っ
て
い
る
状
況
を

確
認
し
て
い
る
。

問　

黒
沢
ダ
ム
の
安
全
性
は
。

都
市
建
設
部
長　

昭
和
48
年

の
建
設
。
震
度
４
以
上
の
地

震
で
点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
す
る
。
ど
の
程
度
の
震
度

ま
で
安
全
か
は
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
、
東
日
本
大
震
災
に
お

い
て
砂
防
ダ
ム
の
決
壊
は
な

か
っ
た
と
聞
く
。

問　

黒
沢
川
の
調
節
池
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

都
市
建
設
部
長　

6
月
26

日
、
国
交
省
の
有
識
者
会
議

に
お
い
て
ダ
ム
中
止
が
承
認

さ
れ
た
の
で
8
月
3
日
、
県

は
河
川
整
備
計
画
の
認
可
を

申
請
。
調
節
池
を
整
備
し
て

洪
水
調
整
を
行
い
、
河
道
拡

幅
等
で
流
下
能
力
の
確
保
を

図
り
南
黒
沢
川
合
流
地
点
か

ら
赤
沢
橋
ま
で
調
節
池
の
設

置
、
千
国
橋
か
ら
真
々
部
山

道
ま
で
護
岸
整
備
、
黒
沢
川

下
流
端
か
ら
安
曇
野
排
水
路

ま
で
の
区
間
を
接
続
す
る
河

造
改
修
で
あ
る
。
国
か
ら
の

認
可
を
受
け
事
業
着
手
に
向

け
た
調
査
を
県
で
実
施
す

る
。
計
画
期
間
は
20
年
間
。

調
節
池
の
設
置
を
最
優
先
に

お
願
い
し
て
い
る
。

問　

室
山
は
観
光
客
、
子
ど

も
達
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
て
い
る
。安
全
の
為
ど

う
管
理
や
整
備
を
す
る
か
。

都
市
建
設
部
長　

パ
ト
ロ
ー

少
人
数
は
小
学
校
で
17
人
、

中
学
校
で
24
人
で
あ
る
。

問　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
子
ど

も
の
学
力
と
家
庭
で
の
生
活

環
境
の
間
に
相
関
関
係
は
あ

る
か
。

教
育
長　

小
中
学
校
と
も
に

全
国
、
県
の
平
均
正
答
率
を

上
回
っ
て
い
る
。
基
本
的
な

生
活
習
慣
が
で
き
て
い
る
子

ど
も
は
比
較
的
正
答
率
も
高

い
結
果
が
出
て
い
る
。

問　

昨
年
度
、
県
の
「
笑
顔

で
登
校
」
事
業
が
好
評
と
聞

く
が
内
容
は
。

教
育
長　

参
加
児
童
は
４
年

生
以
上
で
１
３
９
人
、
指
導

者
は
教
員
Ｏ
Ｂ
が
主
で
31

名
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
に
近
い

形
で
教
え
て
も
ら
う
こ
と
で

学
習
意
欲
が
出
て
き
た
。

問　

乳
幼
児
、
保
育
児
、
児

童
の
「
遊
び
の
場
」
を
社
会

教
育
と
し
て
環
境
を
整
え
な

い
か
。

教
育
次
長　
「
ス
ポ
ー
ツ
振

興
計
画
」
に
よ
り
、
状
況
を

検
討
し
進
め
た
い
。

ル
等
し
て
的
確
な
維
持
管
理

に
努
め
て
い
る
。

農
林
部
長　

県
の
森
林
税
に

よ
る
整
備
事
業
、
国
・
県
の

補
助
事
業
等
と
り
入
れ
て
間

伐
し
、
そ
れ
を
搬
出
す
る
事

業
の
導
入
が
効
果
的
と
考
え

る
。

水
道
事
業
に
つ
い
て

問　

三
郷
の
水
道
水
源
転
換

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

上
下
水
道
部
長　

事
業
認
可

は
9
月
末
に
取
得
で
き
る
見

通
し
で
あ
る
。
全
体
工
事
の

実
施
設
計
業
務
を
7
月
に
発

注
し
、
本
年
度
工
事
は
上
長

尾
配
水
池
か
ら
室
町
調
整
池

ま
で
の
送
水
管
布
設
を
、
25

年
度
は
送
水
ポ
ン
プ
施
設
の

工
事
に
着
手
予
定
。26
年
度
中

に
送
水
を
開
始
す
る
計
画
。

〔
要
望
〕
水
源
転
換
後
の
農

業
用
水
・
生
活
用
水
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
地
区
と
協

議
し
て
進
め
て
欲
し
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
臭
気
対
策
に
つ
い
て

明
日
を
は
ぐ
く
む
た
め
に

信
進
ク
ラ
ブ　

黒　

岩　

宏　

成

黒
沢
の
治
山
・
治
水
に
つ
い
て

信
進
ク
ラ
ブ　

平　

林　

徳　

子

富
良
野
市

◆
視
察
目
的　

市
民
参
加
の

　

ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
条
例

　

富
良
野
市
は
46
年
前
に
市

が
誕
生
し
た
。
当
時
は
3
万

人
い
た
人
口
も
現
在
は
2
万

5
千
人
を
割
っ
て
い
る
。
市

は
市
民
と
市
、
あ
る
い
は
市

民
同
士
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
共
に
考
え
、
共
に
行
動

し
て
い
く
為
に
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
が
最
も
重
要
と
考
え
、
平

成
15
年
に
「
ま
ち
づ
く
り
条

例
市
民
研
究
会
」を
発
足
し
、

「
情
報
共
有
と
市
民
参
加
の

ル
ー
ル
条
例
」
か
ら
「
協
働

の
推
進
」
を
経
て
、
最
終
目

的
の
「
ま
ち
づ
く
り
条
例

（
自
治
基
本
条
例
）」
を
創
る

と
い
う
3
段
階
で
進
め
て
い

る
。
今
年
度
は
「
協
働
の
推

進
」
に
着
手
し
た
。
現
在
、

市
民
参
加
が
多
い
と
は
言
え

な
い
が
市
民
が
意
見
を
出
し

た
い
時
に
出
せ
る
状
況
（
ル

ー
ル
）
や
機
会
を
整
備
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
も
継
続
が
大
切

で
あ
る
と
の
考
え
で
あ
っ
た
。

地
方
分
権
時
代
へ
の
流
れ
の

中
で
、
安
曇
野
市
に
と
っ
て

も
、
市
民
参
加
か
ら
協
働
、

そ
し
て
、
自
治
基
本
条
例
制

定
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

参
考
と
し
て
い
き
た
い
。

栗
山
町

◆
視
察
目
的　

議
会
基
本
条

　

例
制
定
後
の
展
開

　

平
成
12
年
の
地
方
分
権
一

括
法
の
施
行
か
ら
議
会
改
革

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
議
会

基
本
条
例
は
議
会
活
動
を
継

続
す
る
為
、
条
例
に
明
記
す

べ
き
で
あ
る
と
し
て
平
成
17

年
に
着
手
し
、
平
成
18
年
に

全
国
に
先
駆
け
て
制
定
さ
れ

た
。
条
例
に
は
、
町
民
や
有

識
者
等
か
ら
の
意
見
を
聞
く

た
め
に「
一
般
会
議
」「
議
会

報
告
会
」「
議
会
モ
ニ
タ
ー
」

「
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
導
入

や
設
置
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

議
会
基
本
条
例
を
7
年
運

用
し
て
の
変
化
に
つ
い
て

は
、
議
会
報
告
会
を
通
じ
、

町
民
と
の
信
頼
関
係
が
生
ま

れ
て
き
た
。
町
の
財
政
状
況

を
議
会
も
町
民
も
理
解
し
、

ま
た
2
元
代
表
制
下
で
の

議
会
と
行
政
の
立
場
の
違
い

を
認
識
さ
れ
て
き
た
等
が
あ

る
。
町
民
と
の
意
見
交
換
の

中
で
課
題
と
な
っ
た
事
項
の

処
理
に
つ
い
て
は
、
委
員
会

や
一
般
質
問
等
で
対
応
し
て

い
る
が
、
議
会
と
し
て
行
動

す
べ
き
事
項
の
処
理
は
、
今

後
の
課
題
の
部
分
も
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

を
今
後
の
行
政
及
び
議
会
改

革
に
お
い
て
考
慮
し
た
い
。

総
務
委
員
会
研
修
視
察
報
告

８
月
７
日
～
９
日

富
良
野
市
～
栗
山
町富良野市での視察風景

安曇野市人材育成基本方針

問　

人
材
育
成
基
本
方
針
の

策
定
か
ら
一
定
年
数
が
経
過

し
た
が
、
現
時
点
で
の
成
果

は
ど
う
か
。

市
長　

レ
ポ
ー
ト
の
提
出
や

研
修
報
告
会
な
ど
を
通
じ

て
、
研
修
の
直
接
成
果
を
確

認
し
て
い
る
。
ま
た
、
派
遣

研
修
を
終
え
た
職
員
を
、
派

遣
先
で
得
た
知
識
を
生
か
し

た
部
署
に
配
置
す
る
こ
と

で
、
研
修
成
果
を
発
揮
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
基
本

方
針
に
基
づ
い
て
実
施
し
た

各
種
研
修
、
派
遣
研
修
に
よ

り
、
収
得
し
た
専
門
知
識
を

持
っ
て
、
前
例
に
囚
わ
れ
な

い
法
令
遵
守
し
た
仕
事
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
庁
内
に
広
め
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

問　

優
秀
な
人
材
を
確
保
す

る
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
な

こ
と
だ
。
本
年
度
の
職
員
採

用
状
況
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

本
年
度
上
級
職

の
試
験
を
例
に
取
る
と
、
例

年
の
１
０
０
人
程
度
に
対

し
、
１
４
１
人
の
応
募
が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
受
験
予
定

者
を
対
象
と
す
る
職
場
説
明

会
の
開
催
と
い
っ
た
、
受
験

者
を
増
や
す
努
力
の
成
果
が

現
れ
た
も
の
だ
と
理
解
し
て

い
る
。
ま
た
、
採
用
条
件
に

住
所
要
件
を
設
け
て
お
ら

ず
、
広
く
全
国
に
優
秀
な
人

材
を
求
め
る
採
用
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

問　

女
性
の
管
理
職
登
用
状

況
は
ど
う
か
。
感
性
豊
か
な

女
性
の
登
用
を
提
案
す
る
。

総
務
部
長　

本
年
度
4
月
1

日
現
在
で
の
課
長
職
以
上
の

男
女
内
訳
は
、
男
性
63
人
に

対
し
て
女
性
3
人
と
な
っ
て

い
る
。
適
材
適
所
を
基
本
に

能
力
の
あ
る
女
性
職
員
は
、

積
極
的
に
登
用
し
て
い
き
た

い
。

問　

年
度
途
中
で
突
然
退

職
す
る
部
長
級
職

員
が
急
増
し
て
い

る
。
職
員
の
士
気

に
与
え
る
影
響
は

大
き
く
な
い
か
。

こ
の
こ
と
を
ど
う

考
え
る
か
。

市
長　

就
任
以
来

3
人
の
部
長
級
職
員
が
退
職

し
て
い
る
。
家
庭
の
事
情
、

健
康
上
の
理
由
等
と
の
こ
と

だ
が
、
慰
留
に
も
か
か
わ
ら

ず
最
終
的
に
は
本
人
の
意
思

が
固
か
っ
た
。

教
育
長　

先
般
の
教
育
次
長

の
退
職
に
つ
い
て
は
、
健
康

上
の
理
由
で
あ
る
。
教
育
行

政
の
要
で
あ
る
教
育
次
長
職

は
、大
変
重
要
な
ポ
ス
ト
だ
。

職
員
の
士
気
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
事
業
の
推
進
に
支
障

が
出
な
い
よ
う
、
現
次
長
以

下
職
員
が
一
つ
に
な
っ
て
奮

闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
に
つ
い
て

○
人
事
異
動
の
基
本
方
針
に

つ
い
て

人
材
育
成
基
本
方
針
を
策
定
し
て
か

ら
5
年
、
そ
の
成
果
は

し
ん
風
会　

高　

橋　
　

淨



安曇野市議会だより　第 28号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2012.11. 7
1819

AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2012.11. 7安曇野市議会だより　第 28号

常任委員会報告（抜粋）

議案第 64 号 安曇野市豊科安曇野の里自然活用村施設条例の一部を改正する条例（全員賛成で可決）

議案第 83 号 平成 24 年度 安曇野市営宿舎事業会計補正予算（第１号）（全員賛成で可決）

審査内容
（	要望	・意見）
・大天荘のトイレ改修について。トイレというのは結構お金がかかる。水を使い、またその処分等に多額の
費用がかかるため、十分費用について検討してほしい。

議案第 84 号 平成 23 年度 安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について（環境経済委員会所管事項）
（全員賛成で認定）

審査内容

（要望）
・成果報告書について。原発事故が起きたことを受けて、市は迅速な対応を行ったこと、測定器を購入した
こと、空間放射線量の測定を行っていることなど、大切な事業なので、事業の成果としてきちんと報告し
てほしい。

議案第 86 号 平成 23 年度 安曇野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について（全員賛成で認定）

議案第 87 号 平成 23 年度 安曇野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
（全員賛成で認定）

請願第 2 号 県に対し、住宅リフォーム助成制度創設の意見書を提出することを求める請願書
（全員賛成で継続審査となったため、審査未了）

審査内容
（意見）
・県産材の利用という県の事業と、市の事業とは、別のコンセプトで行われているものであり、市の事業に
県の事業を上乗せし行った場合あまりメリットがないように感じる。

議案第 65 号 安曇野市公民館条例の一部を改正する条例（全員賛成で可決）

議案第 69 号 平成 24 年度 安曇野市一般会計補正予算（第 2 号）（福祉教育委員会所管事項）
（賛成多数で可決）

審査内容

（原案に反対の意見）（豊科体育施設管理費、南部多目的運動広場外）
・グラウンド設置には反対ではない。霞堤という河川に沿った場所にグラウンド用地を確保するのは危険な
状況である。霞堤は急流河川に多く各地でゲリラ豪雨や洪水などの氾濫があり、安全が十分確保できるか
疑問が残る。子ども達の夢を叶えていくためには、まずは安全第一であり、グラウンドへのとりつけ道路
の問題についても十分に納得した上でもっと調査研究してから購入すればよいと思うので、反対。

（原案に賛成の意見）
・これだけの面積を確保できる土地は市内にはまず他にはない。まずは土地を確保して、合併特例債の中で
道路整備をして、一刻も早く作ってほしい。堤防の際で危険とは言うが、他のグラウンドや色々な施設に
しても 100％大丈夫だと確約できる場所はない。また、防災無線が整っていて、豪雨などあれば避難できる。
また、ダムが決壊すればグラウンドだけでなく全てが流される。これだけの土地は南部地域には他にあて
がなく、早く購入してほしいので、賛成。

議案第 69 号　平成 24 年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）に対する附帯決議

10款（教育費）６項（保健体育費）２目（保健体育施設費）に補正予算案としてある、南部多目的広場の購入
予定地は、霞地域であるため、市民の安心・安全性について、行政は市民に対し説明責任がある。現時点で
は十分とは言えず、市民に説明責任を果たした後に、予算執行することを求める。

審査内容

（反対の意見）
・10月に出る評価委員会での結果を待ってということだが、ちょうどいい場所があり、そこがたまたま霞地
域であったということで、これから解決に当たれば、良いグラウンドができていくのではないか。事業を
ストップさせるのではなく、このまま進めていくべきであり、附帯決議には反対。

（賛成の意見）
・予算執行自体は、決してストップではない。10月の評価委員会の結果を見て、その時点で安全性が確保さ
れていれば、執行しても構わない。それまでは霞地域であるこの場所の安全性を十分に再度検討してほしい。
また、この土地自体の地下水のことも検証する必要がある為、附帯決議に賛成。

上記のような意見を踏まえ、採決を行った結果、賛成多数で、「附帯決議を付すこと	」	と、決定。

議案第 84 号 平成 23 年度 安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について（福祉教育委員会所管事項）
（賛成多数で認定）

請願第 10 号 安曇野市福祉医療制度の見直しを求める請願書（継続審査）

審査内容
（審査を継続したい意見）
・請願項目に３項目あり、それぞれに違った面を含んでいるものであるので、同じテーブルで論じると考え
がまとまらない。請願項目の２と３に関しては勉強をしたいので継続としたい。

議案第 84 号 平成 23 年度 安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について（建設水道委員会所管事項）
（全員賛成で認定）

議案第 89 号 平成 23 年度 安曇野市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について（賛成なしで不認定）

審査内容

（認定に反対の意見）
・滞納繰越分のうち、消滅時効等により不納欠損処理すべき額が 5,186万円生じているが、今まで一度も不
納欠損処理をしていない。
・特に要望としては、これまで不納欠損処理をしてこなかったことを教訓とするとともに、管理回収体制の
抜本的改革による再発防止に努めること。また、市民の不公平感を取り除く手立てを講じること。

議案第 90 号 平成 23 年度 安曇野市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
（賛成少数で不認定）

審査内容
（認定に反対の意見）
・下水道事業特別会計と同様である。ただ、不納欠損が見込まれる件数・金額は、少ないが、それを理由に
認定する分けにはいかない。

議案第 69 号 平成 24 年度 安曇野市一般会計補正予算（第 2 号）（総務委員会所管事項）（賛成多数で可決）

審査内容

（原案に反対の意見）
・臨時財政対策債を例にとっても、具体的な対応策や知恵の出し方が非常に少ない。循環型健全財政と言わ
れてきたが、政策的に行き違いがあると感じるので、反対する。

（原案に賛成の意見）
・臨時財政対策債を国が設けるならば、こういうところを活用して地域経済の活性化を図るべきである。

議案第 84 号 平成 23 年度 安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について（総務委員会所管事項）
（賛成多数で認定）

審査内容

（認定に反対の意見）
・今回の決算全体でみると一般会計、特別会計合わせて 910億円の借金がある。また、特定団体に対する支
援の問題、税金の不納欠損と収入未済額の問題等から反対する。

（認定に賛成の意見）
・業務に対して目標を設定して、それがどうなったのか要望した記憶がある。まとめと反省が記載されており、こ
れが次の課題へとつながると思う。充実して質があがっており賛成である。

請願第 11 号 住民訴訟の敗訴市民に対する訴訟費用請求の撤回を求める請願書（継続審査の採決結果：可
否同数、委員長判断のもと否決、採択・不採択の採決結果：賛成少数で否決）

審査内容

（採択に反対の意見）
・住民訴訟に対する意義については、理解している。しかし、今回の住民訴訟では、市長が決断した内容は、
司法にのっとってこれによって裁かれたものである。これに従うべきである。

（採択に賛成の意見）
・私的利益の目的ではなく、住民訴訟の意義というものを広く評価し今後につながっていくような状況を議
会としても作っておくべきだと思うので賛成する。

（審査を継続したい意見）
・まだ審議が足りないので継続審査としたい。

福祉教育委員会審査報告（抜粋）

建設水道委員会審査報告（抜粋）

環境経済委員会審査報告（抜粋）

総務委員会審査報告（抜粋）



安曇野市議会だより

編集後記

第 28 号

http://www.city.azumino.nagano.jp/gikai/index.html
E-mail:gikai@city.azumino.nagano.jp

〒 399-8211　長野県安曇野市堀金烏川 2750-1   安曇野市堀金総合支所内　　　 　　   TEL 0263-71-2156   FAX 0263-71-2150

平成 24年 11月 7日発行

◆３．11（東日本大震災）から２回目の秋。福島
県の友人が我が家を訪れた。妻が用意した「生
坂村の灰ころがしおやき」を食しながら会話が
進んだ。
　「続く揺れ（地震）に孫がいまだに怖がる。子
どもたちに３．11 の恐怖が心に残った。ケアが

必要」とも付け加えられた。福島の復興は容易ではない時間を要する。与謝蕪村
が東北で詠んだ句から「宿かさぬ灯影や雪の家つづき笈の身に地震知り行く夏野
哉」。江戸の時代に蕪村も地震を体験していたことを思いだした。

内川集雄
◆灰ころがしおやきを食べると歯が痛む年齢になった。
　幼少の頃から歯を丁寧に扱っていればそんなことはないのだろうが、もう遅い。
　日暮れて道遠し。「明日のこと？そんなに先のことはわからない」というハー
ドボイルド小説の台詞が身に沁みる秋だ。　　　　　　　　　　　　　 山地重雄

議会広報特別委員会　　　　
　委 員 長　吉田　満男

　副委員長　相田登美枝

　委　　員　小松洋一郞　畠山　倉光

　　　　　　藤原　陽子　山地　重雄

　　　　　　内川　集雄　下里喜代一

　　　　　　平林　徳子　丸山　祐之

発行　長野県安曇野市議会
編集　議会広報特別委員会
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＊お気軽にご意見をお聞かせください。

遠
方
に
住
ん
で
い
た
母
が
、
安
曇

野
に
来
て
か
ら
4
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
現
在
、要
介
護
度
3
で
す
が
、

豊
か
な
安
曇
野
の
自
然
に
触
れ
、
笑
顔

満
開
で
生
活
し
て
い
ま
す
。「
な
ん
て

い
い
と
こ
ろ
」
と
母
の
言
葉
に
は
い
つ

も
、
感
嘆
詞
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

し
か
し
、母
と
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
、

『
老
い
』
と
か
『
高
齢
化
』
と
い
う
こ

と
を
、
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
化
率
21
％
を
超
え
る
と
超
高

齢
社
会
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

安
曇
野
市
は
す
で
に
25
％
を
超
え
て
い

ま
す
。
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に

達
す
る
12
、
3
年
後
に
は
30
％
を
超
え

る
の
は
必
至
で
す
。
自
分
た
ち
に
、
こ

れ
か
ら
降
り
か
か
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う

現
実
を
考
え
る
と
、
不
安
が
増
す
ば
か

り
で
す
。

私
も
母
を
介
護
す
る
よ
う
に
な

り
、
実
感
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。車
椅
子
で
移
動
す
る
時
の
段
差
、

買
い
物
時
の
通
路
確
保
の
難
し
さ
、
公

園
に
出
か
け
て
も
、
安
心
し
て
座
れ
る

椅
子
が
少
な
い
な
ど
、
自
立
歩
行
が
難

し
い
人
々
に
は
、
ハ
ー
ド
面
ひ
と
つ
を

と
っ
て
も
問
題
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

急
速
に
押
寄
せ
る
高
齢
化
社
会
。
税

収
増
が
見
込
め
な
い
中
で
、
医
療
費
、

介
護
費
の
増
加
が
財
政
を
圧
迫
す
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。

市
議
会
議
員
は
、
最
も
我
々
の
生

活
に
密
着
し
た
位
置
に
い
る

議
員
で
す
。
そ
の
判
断
が
安
曇
野
市
の

将
来
像
を
左
右
す
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
10
年
、
20
年
後
を

見
据
え
て
、
未
来
の
大
人
た
ち
に
重
い

荷
物
を
背
負
わ
せ
る
こ
と
の
無
い
よ

う
、
真
に
今
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か
、

予
算
は
こ
れ
で
い
い
の
か
ど
う
か
、
的

確
な
判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
市
政
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
自
覚

と
誇
り
を
持
っ
て
、
邁
進
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、私
た
ち
も
、安
曇
野
の

良
さ
を
フ
ル
活
用
し
て
、
元
気

に
年
を
重
ね
て
い
か
ね
ば
と
思
い
ま
す
。

安
曇
野
は
変
わ
ら
ぬ
自
然
が
息
づ

き
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
に
も
優
し
い

郷
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

付
記9

月
議
会
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
部
分

的
に
視
聴
し
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
配
信
大

賛
成
で
す
。
ぜ
ひ
続
け
て
頂
き
、
多
く

の
市
民
が
議
会
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

磯野　康子さん

（穂高）

平成 24 年安曇野市議会
12 月定例会会期日程（予定）

11月30日（金）～12月19日（水）頃を予定。
皆様の傍聴をお待ちしています。

古紙配合率 100％
再生紙を使用しています。

世
代
を
超
え
た
優
し
い
故
郷
づ
く
り
を
願
っ
て


